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Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 

市民の生活についての意識、市政の主要課題についての意識などを把握し、今後の施策推進に役

立てることを目的に実施しました。 

２ 調査設計 

調査対象：御前崎市内に在住する満18歳以上の方 

調査方法：郵送配布、郵送またはＷＥＢ回収 

抽出方法：無作為抽出 

調査期間：令和８年６月12日（金）から令和８年７月３日（金）まで 

３ 回収結果 

発送数：2,000票 

有効回収数：887票（郵送回収：650票、ＷＥＢ回収：237票） 

有効回収率：44.4％ 

４ 報告書を見る際の注意点 

（１）基数となるべき実数は調査数ｎとして記載しています。 

（２）比率はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入しています。 

そのため、百分率の合計が100％にならないことがあります。 

（３）複数回答可能な設問の場合、回答比率の合計が100％を超えることがあります。 
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男性

43.0%

女性

56.4%

無回答

0.7%

（n=887）

池
新
田

高
松

佐
倉

比
木

朝
比
奈

新
野

御
前
崎

白
羽

無
回
答

29.7 

9.8 

15.2 

3.7 

7.0 
5.0 

15.2 
13.6 

0.8 

0%

10%

20%

30%

（n=887）

Ⅱ 調査結果 

１．属性 

１ 性別 

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別においては、「男性」が43.0％、「女性」が56.4％となっています。 

 

２ 居住地区 

Ｆ２ あなたのお住まいの地区を教えてください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区においては、「池新田」が29.7％と最も多く、次いで「佐倉」、「御前崎」が15.2％、「白

羽」が13.6％などとなっています。 
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10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
以
上

無
回
答

1.1 

4.8 
7.4 

11.8 

19.5 
22.4 

32.1 

0.7 

0%

10%

20%

30%

40%
（n=887）

農
林
水
産
業

自
営
業

会
社
員

公
務
員

学
生

主
婦

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

無
職

そ
の
他

無
回
答

4.1 

8.9 

26.8 

3.7 

1.0 

11.5 

21.0 20.6 

1.8 
0.6 

0%

10%

20%

30%
（n=887）

３ 年齢 

Ｆ３ あなたの年齢は、おいくつですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢においては、「70歳以上」が32.1％と最も多く、次いで「60歳代」が22.4％、「50歳代」が19.5％

などとなっています。 

 

４ 仕事 

Ｆ４ あなたのお仕事は次のうちどれに当たりますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事においては、「会社員」が26.8％と最も多く、次いで「パート・アルバイト」が21.0％、「無

職」が20.6％などとなっています。 
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１年未満

0.9%
１年～５年

2.7%

６年～10年

3.9%

11年～20年

9.8%

21年以上

82.2%

無回答

0.5%

（n=887）

５ 居住年数 

Ｆ５ あなたは御前崎市にお住まいになって通算何年になりますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住年数においては、「21年以上」が82.2％と最も多く、次いで「11年～20年」が9.8％、「６年～

10年」が3.9％などとなっています。 
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２．くらし環境について 

６ 去年の今頃と比べた暮らし向きの状況 

問１ あなたのお宅の暮らし向きは、去年の今頃と比べてどうですか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年の今頃と比べた暮らし向きの状況においては、「変わらない」が43.7％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば悪くなっている」が33.6％、「悪くなっている」が13.6％などとなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

2.4

2.7

1.2

4.5

3.5

4.6

43.7

47.7

47.8

33.6

30.5

30.9

13.6

13.2

12.6

0.8

1.5

1.6

1.4

0.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

2.9

2.0

5.0

4.0

40.4

46.2

34.6

32.8

15.2

12.6

0.5

1.0

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.4

3.0

2.9

2.9

0.5

1.4

15.1

9.1

5.7

5.8

2.0

1.8

56.6

39.4

44.8

39.9

41.2

46.3

11.3

22.7

33.3

36.4

39.7

34.4

5.7

19.7

13.3

13.9

13.6

14.0

1.9

4.5

0.5

0.7

1.5

1.2

2.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなっている どちらかといえば良くなっている

変わらない どちらかといえば悪くなっている

悪くなっている わからない

無回答

全体・経年比較
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由 

問１で「４ どちらかといえば悪くなっている」「５ 悪くなっている」を選択した方にお伺いします。 

問２ あなたのお宅の暮らし向きが「悪くなっている」とお感じの理由はなんです

か。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

預貯金が増えない、又は減ったから

給料や収益が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

結婚、出産、手術などで、一時的に大きな
出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

77.3

47.0

46.5

41.3

21.0

19.3

13.8

11.0

3.1

5.3

0.5

1.0

72.5

48.4

46.7

39.7

19.7

14.8

11.9

12.2

3.2

4.3

0.0

0.9

77.1

43.9

46.3

42.4

20.7

11.6

14.0

12.8

4.0

5.2

0.3

1.2

0% 40% 80%

令和８年度（n=419）

令和７年度（n=345）

令和６年度（n=328）

全体・経年比較
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

預貯金が増えない、又は減ったから

給料や収益が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

結婚、出産、手術などで、一時的に大きな
出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

70.5

46.3

47.4

46.3

16.3

15.3

16.3

8.9

2.1

4.2

1.1

0.5

0% 50% 100%

男性（n=190）

性 別

82.8

48.0

46.3

37.0

25.1

22.5

11.9

12.3

4.0

6.2

0.0

1.3

0% 50% 100%

女性（n=227）
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

預貯金が増えない、又は減ったから

給料や収益が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

結婚、出産、手術などで、一時的に大きな
出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

44.4

55.6

44.4

77.8

0.0

22.2

22.2

0.0

22.2

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=9）

年 齢 別

92.9

67.9

53.6

64.3

21.4

21.4

17.9

17.9

3.6

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=28）

79.6

46.9

57.1

49.0

18.4

20.4

4.1

32.7

0.0

10.2

0.0

2.0

0% 50% 100%

40歳代（n=49）
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７ 暮らし向きが悪くなっていると感じる理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし向きが悪くなっていると感じる理由においては、「毎日の生活費が増えたから（食費、光熱

水費など）」が77.3％と最も多く、次いで「預貯金が増えない、又は減ったから」が47.0％、「給料

や収益が増えない、又は減ったから」が46.5％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「家や自動車、電化製品などを購入し一時的に大きな出費があったか

ら」が年々多くなっています。 

 

毎日の生活費が増えたから
（食費、光熱水費など）

預貯金が増えない、又は減ったから

給料や収益が増えない、又は減ったから

税金や保険料の支払いが減らない、
又は増えたから

家族の病気、介護などで出費が増えた、
又は減らないから

家や自動車、電化製品などを購入し
一時的に大きな出費があったから

失業、退職、休職などで収入が減ったから

教育費や学生の子どもへの仕送りなどが
増えたから

結婚、出産、手術などで、一時的に大きな
出費があったから

その他

特に理由はない、わからない

無回答

75.9

46.0

56.3

33.3

18.4

26.4

3.4

16.1

5.7

4.6

1.1

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=87）

76.4

43.4

48.1

39.6

22.6

15.1

23.6

6.6

0.9

3.8

0.9

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=106）

76.8

45.7

34.1

38.4

23.2

17.4

15.2

2.2

2.9

6.5

0.0

2.2

0% 50% 100%

70歳以上（n=138）

年 齢 別
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８ 日常生活の中での悩みや不安についての感じ方 

問３ あなたは、日常生活の中で、どの程度悩みや不安を感じていますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の中での悩みや不安についての感じ方においては、「やや感じている」が48.4％と最も多

く、次いで「感じている」が30.2％、「あまり感じていない」が14.0％などとなっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

30.2

30.3

26.4

48.4

44.4

50.1

14.0

17.6

15.9

3.5

3.3

3.3

1.9

2.0

2.0

2.0

2.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

27.3

32.6

50.4

46.8

13.1

14.4

3.9

3.2

2.4

1.6

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.4

34.8

37.1

29.5

27.6

32.6

56.6

42.4

47.6

47.4

56.8

43.5

17.0

15.2

13.3

17.9

9.0

14.0

15.1

3.0

1.0

1.7

4.0

3.2

3.0

1.2

4.6

1.9

1.5

1.0

2.3

2.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている やや感じている

あまり感じていない 感じていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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９ 悩みや不安を感じていること 

問３で「１ 感じている」「２ やや感じている」を選択した方にお伺いします。 

問４ あなたが、悩みや不安を感じていることは、どのようなことですか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

60.5

58.4

52.1

45.9

36.0

20.8

15.6

15.2

4.6

0.9

61.6

55.0

56.4

46.5

38.5

20.0

13.2

13.4

1.9

0.5

61.2

54.2

50.8

46.8

37.3

21.7

13.2

10.4

2.1

1.0

0% 40% 80%

令和８年度（n=697）

令和７年度（n=589）

令和６年度（n=577）

全体・経年比較
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９ 悩みや不安を感じていること（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

55.7

59.5

54.7

39.2

31.4

23.0

15.5

13.9

3.7

0.7

0% 50% 100%

男性（n=296）

性 別

64.0

57.2

50.4

50.6

39.5

19.4

15.9

16.4

5.3

1.0

0% 50% 100%

女性（n=397）
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９ 悩みや不安を感じていること（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

37.1

34.3

62.9

37.1

51.4

34.3

17.1

37.1

5.7

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=35）

年 齢 別

45.1

51.0

72.5

58.8

37.3

31.4

15.7

23.5

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=51）

56.2

53.9

56.2

58.4

29.2

39.3

11.2

10.1

4.5

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=89）
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９ 悩みや不安を感じていること（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや不安を感じていることにおいては、「自分や家族の健康」が60.5％と最も多く、次いで「老

後の生活設計」が58.4％、「今後の生活費の見通し」が52.1％などとなっています。 

性別でみると、“男性”は「老後の生活設計」が59.5％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”は「今後の生活費の見通し」が最も多くなっていま

す。“40歳代”は「自分や家族の生活（進学、就職、結婚、子育て、介護など）上の問題」が58.4％

と最も多くなっています。“50歳代”は「老後の生活設計」が63.9％と最も多くなっています。 

 

 

自分や家族の健康

老後の生活設計

今後の生活費の見通し

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、
子育て、介護など）上の問題

地震や津波などの自然災害

自分の仕事上の問題

環境変化（居住環境・生活環境）

犯罪や、交通事故に遭うのではないか
という不安

その他

無回答

52.6

63.9

55.6

55.6

38.3

35.3

16.5

10.5

3.8

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=133）

66.1

63.7

49.4

48.8

35.1

13.1

17.9

15.5

6.0

0.6

0% 50% 100%

60歳代（n=168）

70.0

58.5

43.8

30.4

35.9

5.5

15.2

14.7

5.1

2.3

0% 50% 100%

70歳以上（n=217）

年 齢 別
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10 居住環境の満足度 

問５ あなたは、現在お住まいの住居と、住居のまわりの居住環境について、どの

程度満足していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住環境の満足度においては、「どちらかといえば満足している」が41.1％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば満足していない」が17.9％、「どちらともいえない・わからない」が14.2％などとなっ

ています。 

 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

11.2

12.4

12.1

41.1

40.9

38.9

17.9

15.5

16.8

13.6

14.4

13.9

14.2

14.8

16.2

1.9

1.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

9.4

12.6

43.6

39.2

16.5

19.2

12.9

14.4

14.4

13.6

3.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.4

9.1

11.4

10.4

5.0

13.3

41.5

40.9

48.6

40.5

44.7

36.5

18.9

16.7

15.2

17.9

19.1

18.6

5.7

16.7

11.4

15.6

17.1

11.6

7.5

16.7

12.4

12.7

13.1

16.8

1.0

2.9

1.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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11 二酸化炭素の排出削減へ向けた取組の実施度 

問６ あなたは、CO2（二酸化炭素）の排出削減へ向けた環境へ配慮した取組を実

施していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化炭素の排出削減へ向けた取組の実施度においては、「ある程度実施している」が51.9％と最

も多く、次いで「実施している」が26.3％、「あまり実施していない」が10.9％などとなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

26.3

27.5

25.2

51.9

53.7

56.8

10.9

10.3

7.3

4.6

4.8

5.3

5.9

3.3

4.8

0.5

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

17.8

33.0

51.4

52.2

15.7

7.2

8.9

1.4

5.2

6.0

0.8

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.0

15.2

22.9

24.9

28.1

31.6

39.6

47.0

53.3

53.2

54.3

52.6

26.4

25.8

10.5

11.0

9.0

6.0

11.3

7.6

7.6

3.5

2.5

3.9

5.7

4.5

5.7

6.9

5.5

5.3

0.6

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している ある程度実施している

あまり実施していない 実施していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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12 省エネルギーの取組の実施度 

問７ あなたは、普段の生活の中やご家庭で何らかの省エネルギーの取組を実施し

ていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネルギーの取組の実施度においては、「実施している」が18.0％、「ある程度実施している」

が56.3％、「あまり実施していない」が18.2％、「実施していない」が4.4％となっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

18.0

22.6

20.9

56.3

52.5

55.0

18.2

17.7

14.4

4.4

3.9

5.7

3.2

3.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

13.6

21.6

52.5

59.0

23.1

14.4

6.8

2.4

3.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.3

7.6

22.9

20.8

20.6

16.5

49.1

53.0

56.2

56.6

54.3

59.6

28.3

27.3

13.3

19.1

18.1

15.4

9.4

12.1

5.7

3.5

2.0

3.2

1.9

1.9

5.0

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している ある程度実施している あまり実施していない

実施していない 無回答

全体・経年比較
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13 実施している省エネルギーの取組 

問７で「１ 実施している」「２ ある程度実施している」を選択した方にお伺いします。 

問８ あなたが実施している省エネルギーの取組を教えてください。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

84.7

72.2

62.8

52.2

46.4

35.7

34.4

32.8

31.7

23.7

17.3

3.2

0.5

82.4

74.2

61.0

53.2

40.2

35.8

33.1

37.3

28.2

23.8

16.7

3.0

0.2

79.4

71.4

60.6

54.6

41.0

34.2

29.8

38.6

28.6

24.4

17.8

4.5

0.3

0% 30% 60% 90%

令和８年度（n=659）

令和７年度（n=592）

令和６年度（n=573）

全体・経年比較
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13 実施している省エネルギーの取組（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

79.0

71.4

56.3

52.8

34.1

34.9

31.7

32.1

27.4

25.0

21.8

1.6

0.8

0% 50% 100%

男性（n=252）

性 別

88.8

72.7

67.0

51.6

54.3

36.2

36.5

33.5

34.7

22.8

14.6

4.2

0.2

0% 50% 100%

女性（n=403）
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13 実施している省エネルギーの取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

81.3

68.8

50.0

37.5

31.3

28.1

21.9

9.4

18.8

25.0

9.4

3.1

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=32）

年 齢 別

87.5

82.5

67.5

50.0

47.5

32.5

22.5

27.5

17.5

20.0

17.5

2.5

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=40）

94.0

77.1

56.6

57.8

44.6

28.9

30.1

34.9

34.9

26.5

25.3

1.2

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=83）
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13 実施している省エネルギーの取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施している省エネルギーの取組においては、「人がいない部屋の照明を消す」が84.7％と最も多

く、次いで「見ていないときは電源を切る」が72.2％、「シャワーを流したままにしない」が62.8％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「高効率給湯器への切り替え（エコキュート、エコジョーズなど）」が

年々少なくなっています。 

 

人がいない部屋の照明を消す

見ていないときは電源を切る

シャワーを流したままにしない

白熱電球をＬＥＤ電球に取り替える

物を詰め込みすぎないようにする

エコドライブの実践

夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の
室温は20℃を目安にする

高効率給湯器への切り替え
（エコキュート、エコジョーズなど）

設定温度を強から中にする

次世代自動車への切り替え
（ハイブリッド自動車、電気自動車など）

フィルターを月に１～２回清掃する

その他

無回答

88.1

69.4

59.0

58.2

47.0

38.1

31.3

38.8

35.1

29.9

17.2

3.0

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=134）

85.2

75.2

69.8

53.7

49.7

38.9

41.6

34.9

35.6

26.8

18.8

4.0

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=149）

79.3

69.1

64.1

48.4

46.5

36.4

37.8

31.8

30.0

17.1

14.7

3.7

1.4

0% 50% 100%

70歳以上（n=217）

年 齢 別
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14 市内の水道水の安全性についての考え方 

問９ あなたは、市内の水道水の安全性についてどのように思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の水道水の安全性についての考え方においては、「どちらかといえば安全だと思っている」が

44.3％と最も多く、次いで「安全だと思っている」が36.5％、「どちらともいえない・わからない」

が10.3％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“40歳代”は「安全だと思っている」が最も多くなっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

36.5

35.0

36.8

44.3

46.6

44.6

5.6

4.7

3.8

2.3

2.2

2.4

10.3

9.8

10.3

1.0

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

38.3

35.0

44.1

44.8

5.5

5.8

2.9

1.8

8.1

11.8

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

54.7

28.8

41.0

35.8

31.7

36.5

35.8

45.5

40.0

48.6

50.8

40.7

3.8

3.0

3.8

5.2

7.0

6.7

6.1

4.8

2.3

0.5

2.1

5.7

16.7

10.5

7.5

9.5

11.6

0.6

0.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全だと思っている

どちらかといえば安全だと思っている

どちらかといえば安全ではないと思っている

安全ではないと思っている

どちらともいえない・わからない

無回答

全体・経年比較
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15 公共交通機関の利便性についての考え方 

問10 あなたは、市内のバスなどの公共交通機関が利用しやすいと思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通機関の利便性についての考え方においては、「そうは思わない」が47.2％と最も多く、次

いで「どちらともいえない・わからない」が29.1％、「どちらかといえばそうは思わない」が15.8％

などとなっています。 

 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

1.2

2.5

1.6

6.3

5.6

5.8

15.8

16.3

14.3

47.2

46.3

49.0

29.1

28.3

28.1

0.3

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.3

1.2

8.4

4.8

14.4

17.0

50.9

44.6

24.9

31.8 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.8

1.5

1.0

1.0

1.4

11.3

7.6

3.8

8.7

3.5

6.3

11.3

18.2

23.8

15.6

18.1

11.9

47.2

45.5

47.6

48.6

48.2

46.7

26.4

27.3

23.8

27.2

29.1

32.6 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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16 市が運行する自主運行バスの利用状況 

問11 あなたは、市が運行する自主運行バス（御前崎市内線、相良御前崎線、相良

浜岡線）を利用したことがありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が運行する自主運行バスの利用状況においては、「利用していないが今後利用する可能性があ

る」が49.0％と最も多く、次いで「利用しておらず今後も利用しない」が42.2％、「年に数回利用し

ている」が7.0％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「利用しておらず今後も利用しない」が年々少なくなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”、“40歳代”は「利用しておらず今後も利用しない」

が最も多くなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

0.9

0.6

0.9

0.3

0.8

0.9

7.0

9.0

6.2

49.0

45.0

43.4

42.2

43.7

47.9

0.6

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

0.8

1.0

0.3

0.4

8.7

5.8

50.4

47.6

39.1

44.8

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.7

1.0

0.5

0.7

1.9

1.0

0.4

30.2

19.7

6.7

5.8

4.5

2.5

18.9

33.3

29.5

48.0

52.8

63.2

43.4

47.0

61.9

45.7

41.7

32.3

0.6

0.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に１回以上利用している

月に数回利用している

年に数回利用している

利用していないが今後利用する可能性がある

利用しておらず今後も利用しない

無回答

全体・経年比較
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17 AIオンデマンド交通の本格運行についての考え方 

問12 あなたは、AIオンデマンド交通（乗合タクシー）を本格運行にした方が良い

と思いますか。                      （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AIオンデマンド交通の本格運行についての考え方においては、「どちらともいえない・わからな

い」が35.6％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が30.1％、「そう思う」が24.1％な

どとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“40歳代”、“50歳代”は「どちらかといえばそう思う」が最

も多くなっています。 

 

 

 

 

 

全体 （n=887）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

11.3

9.1

21.9

26.0

24.6

28.8

41.5

27.3

31.4

34.7

31.7

24.9

3.8

3.0

7.6

3.5

3.5

3.9

3.8

3.0

8.6

4.6

4.0

6.3

39.6

57.6

30.5

30.6

36.2

34.0

0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

24.1 30.1 4.1 5.3 35.6 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

23.1

24.8

28.1

32.0

3.9

4.2

7.3

3.8

37.0

34.2

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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18 市内で犯罪被害に遭う不安についての感じ方 

問13 あなたは、あなたやあなたの家族が、市内で犯罪被害に遭うのではないかと

いう不安を、どの程度感じていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内で犯罪被害に遭う不安についての感じ方においては、「やや感じている」が40.7％と最も多

く、次いで「あまり感じていない」が34.4％、「感じている」が10.3％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「あまり感じていない」が年々少なくなっています。 

性別でみると、“男性”は「あまり感じていない」が38.3％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“50歳代”は「あまり感じていない」が39.3％と最も多くなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

10.3

8.0

7.4

40.7

35.4

29.0

34.4

40.8

43.4

7.7

8.5

10.9

6.9

6.8

8.9

0.1

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

10.2

10.4

38.1

42.6

38.3

31.6

8.9

6.6

4.5

8.6 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.4

9.1

3.8

8.7

11.6

13.0

39.6

43.9

44.8

37.0

45.2

38.2

28.3

37.9

41.0

39.3

30.7

31.9

18.9

4.5

6.7

8.1

3.5

9.1

3.8

4.5

3.8

6.9

9.0

7.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている やや感じている

あまり感じていない 感じていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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19 御前崎市の安心・安全についての考え方 

問14 あなたは、御前崎市は災害に強く、安心・安全に暮らせるまちだと思います

か。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の安心・安全についての考え方においては、「そうは思わない」が30.1％と最も多く、次

いで「どちらかといえばそう思う」が26.3％、「どちらかといえばそうは思わない」が24.4％などと

なっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえばそうは思わない」が前回と比べて5.8ポイント少な

くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「どちらかといえばそうは思わない」が39.6％と最も多くなっ

ています。“70歳以上”は「どちらかといえばそう思う」が28.1％と最も多くなっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

3.9

2.3

2.8

26.3

22.7

21.7

24.4

30.2

25.6

30.1

29.4

31.3

15.1

15.1

18.1

0.2

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

4.2

3.6

26.5

26.2

22.8

25.6

33.6

27.8

12.9

16.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.7

1.5

3.8

2.3

2.5

6.0

24.5

27.3

25.7

23.1

27.1

28.1

39.6

21.2

25.7

22.5

25.1

22.8

18.9

40.9

32.4

36.4

30.2

25.6

11.3

9.1

12.4

15.6

15.1

16.8 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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20 原子力に関する情報発信の取組の満足度 

問15 あなたは、原子力に関する情報発信の取組（ホームページ・広報誌連載等）

にどの程度満足していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力に関する情報発信の取組の満足度においては、「どちらともいえない・わからない」が

45.3％と最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が23.8％、「どちらかといえば満足し

ていない」が12.9％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえば満足している」が前回と比べて8.5ポイント少なく

なっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

5.0

5.3

7.2

23.8

32.3

29.1

12.9

13.3

14.3

12.6

7.0

7.0

45.3

41.7

41.9

0.5

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.5

4.6

26.2

22.0

15.5

11.0

16.0

10.2

36.7

51.4 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.8

6.1

5.7

4.6

3.5

5.6

35.8

19.7

19.0

20.2

29.1

22.5

5.7

6.1

13.3

13.3

14.6

14.4

9.4

10.6

9.5

11.0

15.6

14.0

45.3

57.6

52.4

50.3

37.2

42.5

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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３．都市基盤について 

21 市内の公園の管理についての感じ方 

問16 あなたは、市内の公園について管理が行き届いている（景観が保たれている）

と感じていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の公園の管理についての感じ方においては、「どちらともいえない・わからない」が29.2％と

最も多く、次いで「やや感じている」が26.9％、「あまり感じていない」が22.4％などとなっていま

す。 

全体・経年比較でみると、「あまり感じていない」が年々多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”、“40歳代”は「やや感じている」が最も多くなっ

ています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

7.4

10.9

9.8

26.9

28.5

26.1

22.4

18.5

16.6

12.9

11.5

13.2

29.2

29.8

33.2

1.1

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

7.3

7.6

25.5

28.2

23.6

21.8

13.6

12.4

29.1

28.6

0.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.5

6.1

8.6

6.4

6.0

8.8

45.3

30.3

38.1

24.9

24.1

22.1

24.5

21.2

17.1

22.5

24.6

23.2

3.8

12.1

15.2

10.4

14.1

14.7

18.9

28.8

21.0

34.1

29.6

30.2

1.5

1.7

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている やや感じている

あまり感じていない 感じていない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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22 御前崎市の道路整備の満足度 

問17 あなたは、市の道路整備に対してどの程度満足していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の道路整備の満足度においては、「どちらかといえば満足している」が35.3％と最も多

く、次いで「どちらかといえば満足していない」が21.5％、「満足していない」が19.5％などとなっ

ています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

6.2

7.2

8.5

35.3

38.4

36.3

21.5

17.2

19.7

19.5

20.8

19.6

15.9

15.6

14.8

1.6

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.2

7.0

34.4

36.2

19.4

23.2

27.0

13.8

12.9

17.8

1.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.3

6.1

5.7

8.7

6.0

3.9

52.8

34.8

42.9

34.7

36.7

28.8

18.9

25.8

17.1

22.0

19.6

24.2

9.4

18.2

14.3

20.8

24.6

19.3

7.5

13.6

20.0

12.1

11.6

21.4

1.5

1.7

1.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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23 御前崎市の景観についての考え方 

問18 あなたは、御前崎市の景観を誇りに思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の景観についての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が43.5％と最も多

く、次いで「どちらともいえない・わからない」が18.9％、「そう思う」が17.0％などとなっていま

す。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

17.0

15.7

16.8

43.5

42.0

40.7

9.5

11.2

10.3

10.0

10.8

11.7

18.9

19.6

19.2

1.0

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

15.5

18.0

41.7

45.0

10.5

8.8

13.6

7.4

17.6

19.8

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.0

16.7

20.0

13.9

15.6

18.2

58.5

43.9

54.3

48.0

43.7

34.7

11.3

13.6

4.8

4.6

12.6

10.9

3.8

7.6

8.6

10.4

8.5

13.3

9.4

16.7

12.4

21.4

18.6

21.8

1.5

1.7

1.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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４．健康福祉について 

24 御前崎市の子育てのしやすさについての考え方 

問19 あなたは、御前崎市が子どもを産み育てやすいところだと思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の子育てのしやすさについての考え方においては、「どちらともいえない・わからない」

が31.2％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が24.1％、「そうは思わない」が20.6％

などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「どちらかといえばそう思う」が35.8％と最も多くなっていま

す。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

5.9

5.4

5.0

24.1

25.0

24.0

16.3

15.0

15.6

20.6

19.9

20.1

31.2

34.1

34.2

1.8

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

3.1

8.0

22.6

25.4

14.7

17.8

25.2

16.8

32.3

30.4

2.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.5

3.0

2.9

5.2

3.5

9.1

35.8

24.2

26.7

20.8

25.1

22.1

15.1

12.1

20.0

18.5

20.6

12.3

18.9

27.3

20.0

23.7

20.1

17.9

22.6

33.3

30.5

30.1

29.1

35.1

1.7

1.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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25 健康のために行っていること 

問20 あなたは、ご自分の健康のために、どのようなことを行っていますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

57.7

54.0

48.5

43.6

36.8

17.4

13.9

2.0

5.4

0.8

56.5

54.1

48.3

44.1

34.9

22.1

15.3

0.1

6.8

0.3

55.0

53.2

49.8

43.8

37.5

17.9

12.6

0.8

7.2

0.8

0% 30% 60%

令和８年度（n=887）

令和７年度（n=789）

令和６年度（n=755）

全体・経年比較

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

53.0

41.7

49.3

41.7

33.1

24.9

23.1

2.4

5.0

1.0

0% 50% 100%

男性（n=381）

性 別

61.8

63.4

47.8

45.0

39.8

11.8

6.8

1.8

5.8

0.6

0% 50% 100%

女性（n=500）
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25 健康のために行っていること（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

20.8

45.3

45.3

54.7

1.9

22.6

9.4

0.0

13.2

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=53）

年 齢 別

48.5

43.9

40.9

37.9

13.6

25.8

12.1

1.5

10.6

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=66）

64.8

61.0

42.9

45.7

24.8

24.8

9.5

1.0

6.7

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=105）

定期的に健康診断を受ける

食事や栄養バランスに気を付けている

体を動かしたり運動をしたりする

休養や睡眠を十分にとる

日頃から体重や血圧などのチェックをする

お酒を飲みすぎない

タバコをやめた、または本数を減らした

その他

特に何もしていない

無回答

61.8

46.2

41.0

45.1

36.4

18.5

15.0

1.2

4.0

1.2

0% 50% 100%

50歳代（n=173）

59.3

54.8

49.2

39.7

39.7

16.6

17.1

3.5

5.5

1.0

0% 50% 100%

60歳代（n=199）

61.1

59.3

57.2

44.6

51.6

11.9

13.7

2.5

3.2

1.1

0% 50% 100%

70歳以上（n=285）

年 齢 別



36 

 

健康のために行っていることにおいては、「定期的に健康診断を受ける」が57.7％と最も多く、次

いで「食事や栄養バランスに気を付けている」が54.0％、「体を動かしたり運動をしたりする」が

48.5％などとなっています。 

性別でみると、“女性”は「食事や栄養バランスに気を付けている」が63.4％と最も多くなって

います。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「休養や睡眠を十分にとる」が54.7％と最も多くなっています。 
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26 現在の健康状態 

問21 あなたは、現在の健康状態は、いかがですか。     （○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の健康状態においては、「普通」が33.7％と最も多く、次いで「まあ良い」が28.6％、「あま

り良くない」が17.9％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「良い」が47.2％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 （n=887）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

47.2

21.2

23.8

14.5

10.1

11.2

18.9

27.3

26.7

29.5

30.2

29.8

30.2

28.8

27.6

34.7

37.7

34.7

3.8

21.2

21.0

16.2

18.6

19.6

1.5

1.0

4.0

2.5

3.9

1.2

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い まあ良い 普通

あまり良くない 良くない 無回答

16.1 28.6 33.7 17.9 2.9 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

13.9

17.8

26.8

29.6

33.9

34.0

21.3

15.6

3.4

2.4

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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27 御前崎市の障がい者や高齢者へのやさしさについての考え方 

問22 あなたは、御前崎市は障がい者や高齢者にやさしいまちだと思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の障がい者や高齢者へのやさしさについての考え方においては、「どちらともいえない・

わからない」が38.7％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が27.4％、「そうは思わな

い」が14.3％などとなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

4.8

2.8

2.9

27.4

26.2

24.4

14.0

16.6

16.6

14.3

13.2

14.4

38.7

40.8

41.1

0.8

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

4.2

5.4

23.6

30.6

16.3

12.4

16.5

12.6

38.3

38.4

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.2

1.5

3.8

3.5

2.0

7.0

34.0

24.2

18.1

28.9

31.2

27.0

11.3

12.1

10.5

14.5

18.1

13.3

5.7

21.2

20.0

14.5

13.1

13.0

35.8

40.9

47.6

37.6

34.7

38.6

1.2

1.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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28 御前崎市の保健・医療・介護サービスの提供についての考え方 

問23 あなたは、御前崎市で必要な保健・医療・介護サービスが提供されていると

思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の保健・医療・介護サービスの提供についての考え方においては、「どちらかといえばそ

う思う」が33.8％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が32.9％、「どちらかと

いえばそうは思わない」が15.6％などとなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”、“50歳代”は「どちらともいえない・わからない」が最も多くなっ

ています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

11.3

4.5

5.7

3.5

5.0

8.1

50.9

36.4

29.5

24.9

35.2

36.5

5.7

9.1

15.2

17.9

17.1

16.8

3.8

18.2

16.2

12.1

9.0

8.4

28.3

31.8

33.3

40.5

32.7

29.5

1.2

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

6.2

5.7

5.7

33.8

33.7

33.1

15.6

15.3

16.0

10.8

11.5

12.6

32.9

33.2

31.9

0.7

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.8

6.6

32.3

35.2

16.8

14.8

12.9

9.0

31.5

33.8

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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５．経済産業について 

29 御前崎市の観光施設整備や観光イベントへの取組の満足度 

問24 あなたは、御前崎市の観光施設整備や観光イベントへの取組について、どの

程度満足していますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の観光施設整備や観光イベントへの取組の満足度においては、「どちらともいえない・わ

からない」が41.5％と最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が22.1％、「どちらかと

いえば満足していない」が18.5％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらともいえない・わからない」が年々多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「どちらかといえば満足している」が39.6％と最も多くなって

います。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

13.2

3.0

8.6

0.6

2.0

2.5

39.6

22.7

26.7

19.7

19.6

20.0

9.4

19.7

15.2

19.1

26.1

15.8

11.3

16.7

11.4

13.3

13.6

14.4

26.4

37.9

37.1

46.8

37.7

46.3

1.0

0.6

1.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

3.5

4.1

3.0

22.1

23.6

21.9

18.5

15.7

19.3

13.6

15.6

18.5

41.5

39.3

35.9

0.8

1.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

3.1

3.8

18.9

24.6

19.4

17.8

18.9

9.6

38.3

43.8

1.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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30 御前崎市の産業活動の活力についての考え方 

問25 あなたは、御前崎市の産業活動に、活力（元気）があると思いますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の産業活動の活力についての考え方においては、「どちらかといえばあるとは思わない」

が30.7％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が30.0％、「あるとは思わない」

が22.0％などとなっています。 

性別でみると、“女性”は「どちらともいえない・わからない」が33.6％と最も多くなっていま

す。 

全体・経年比較でみると、「あるとは思わない」が年々少なくなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「どちらかといえばあると思う」が32.1％と最も多くなってい

ます。“30歳代”、“40歳代”、“70歳以上”は「どちらともいえない・わからない」が最も多く

なっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

1.5

2.3

2.0

14.4

14.6

11.7

30.7

27.1

26.2

22.0

26.0

32.8

30.0

28.4

25.6

1.5

1.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.3

1.6

10.8

17.2

31.5

30.2

30.2

15.8

24.9

33.6

1.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.7

1.5

1.0

2.1

32.1

22.7

21.0

11.0

13.1

9.8

28.3

13.6

27.6

35.3

39.2

28.1

15.1

28.8

21.0

22.5

19.1

23.9

18.9

33.3

30.5

30.6

27.1

32.3

0.6

0.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あると思う どちらかといえばあると思う

どちらかといえばあるとは思わない あるとは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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31 活力があると思う産業 

問25で「１ あると思う」「２ どちらかといえばあると思う」を選択した方にお伺いします。 

問26 あなたは、どの産業に活力（元気）があると思いますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業

水産業

観光業

商業

工業

その他

無回答

48.2

45.4

34.0

19.9

10.6

2.1

5.0

48.1

54.9

30.8

24.1

9.8

0.8

3.0

44.7

54.4

35.0

16.5

15.5

1.0

2.9

0% 30% 60%

令和８年度（n=141）

令和７年度（n=133）

令和６年度（n=103）

全体・経年比較

農業

水産業

観光業

商業

工業

その他

無回答

41.3

52.2

41.3

17.4

21.7

2.2

6.5

0% 50% 100%

男性（n=46）

性 別

51.1

41.5

30.9

21.3

5.3

2.1

4.3

0% 50% 100%

女性（n=94）
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31 活力があると思う産業（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力があると思う産業においては、「農業」が48.2％と最も多く、次いで「水産業」が45.4％、「観

光業」が34.0％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「水産業」が前回と比べて9.5ポイント少なくなっています。 

性別でみると、“男性”は「水産業」が52.2％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”、“50歳代”は「水産業」が最も多くなっています。 

農業

水産業

観光業

商業

工業

その他

無回答

60.0

50.0

30.0

25.0

15.0

0.0

5.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=20）

年 齢 別

37.5

43.8

43.8

25.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=16）

50.0

59.1

27.3

13.6

18.2

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=22）

農業

水産業

観光業

商業

工業

その他

無回答

26.3

52.6

42.1

15.8

5.3

0.0

5.3

0% 50% 100%

50歳代（n=19）

42.9

46.4

46.4

14.3

7.1

7.1

7.1

0% 50% 100%

60歳代（n=28）

58.8

29.4

23.5

26.5

14.7

2.9

8.8

0% 50% 100%

70歳以上（n=34）

年 齢 別
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32 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組 

問27 あなたは、御前崎市の産業が活力を持つために、市が力を入れるべき取組は

何だと思いますか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後継者の育成への支援

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

イベントの開催

起業・新規就農に対する支援

特産品・製品の販路開拓や市場調査への
支援

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

50.5

48.8

41.6

32.7

29.9

25.8

24.7

23.3

23.2

16.8

10.0

3.8

5.0

45.2

47.4

42.7

27.0

29.3

22.3

24.6

18.5

23.1

16.1

10.5

3.7

4.1

41.9

52.1

42.9

27.8

28.7

29.7

25.0

22.0

21.7

15.9

11.5

5.0

3.7

0% 30% 60%

令和８年度（n=887）

令和７年度（n=789）

令和６年度（n=755）

全体・経年比較
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32 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後継者の育成への支援

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

イベントの開催

起業・新規就農に対する支援

特産品・製品の販路開拓や市場調査への
支援

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

43.6

53.5

37.5

28.9

29.4

25.5

27.8

26.5

21.0

18.6

10.8

3.7

4.5

0% 50% 100%

男性（n=381）

性 別

55.8

44.8

44.8

35.8

30.0

26.0

22.2

20.8

24.8

15.6

9.6

4.0

5.4

0% 50% 100%

女性（n=500）
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32 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後継者の育成への支援

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

イベントの開催

起業・新規就農に対する支援

特産品・製品の販路開拓や市場調査への
支援

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

45.3

28.3

37.7

45.3

22.6

18.9

18.9

26.4

20.8

13.2

9.4

5.7

3.8

0% 50% 100%

29歳以下（n=53）

年 齢 別

48.5

33.3

36.4

40.9

22.7

21.2

30.3

25.8

21.2

15.2

13.6

4.5

1.5

0% 50% 100%

30歳代（n=66）

58.1

42.9

37.1

35.2

26.7

21.9

27.6

21.9

22.9

17.1

6.7

3.8

1.0

0% 50% 100%

40歳代（n=105）
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32 産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業が活力を持つために御前崎市が力を入れるべき取組においては、「後継者の育成への支援」が

50.5％と最も多く、次いで「企業誘致の促進」が48.8％、「特産品・製品の市外へのＰＲ」が41.6％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「イベントの開催」が前回と比べて5.7ポイント多くなっています。 

性別でみると、“男性”は「企業誘致の促進」が53.5％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“60歳代”、“70歳以上”は「企業誘致の促進」が最も多くなっています。 

 

後継者の育成への支援

企業誘致の促進

特産品・製品の市外へのＰＲ

イベントの開催

起業・新規就農に対する支援

特産品・製品の販路開拓や市場調査への
支援

新たな特産品、新製品、新技術の開発支援

既存産業の設備投資などへの支援

地域資源の活用

事業者の意識改革

異なる業種との交流の促進

その他

無回答

49.1

45.7

46.8

35.8

32.4

26.0

24.3

27.7

31.2

22.0

13.9

4.0

1.7

0% 50% 100%

50歳代（n=173）

51.8

56.3

44.7

34.2

35.2

31.2

25.6

24.6

22.6

15.1

9.0

4.0

5.0

0% 50% 100%

60歳代（n=199）

49.8

54.4

40.0

25.3

28.4

26.0

22.8

18.9

20.0

16.1

9.1

3.2

9.5

0% 50% 100%

70歳以上（n=285）

年 齢 別
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６．教育文化について 

33 教育力向上のための取組の認知度 

問28 あなたは、スクラムスクールやスクラムグッドマナー運動など、市内の園や

学校、家庭、産業界、各団体が連携して教育力の向上に取り組んでいること

をご存知ですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育力向上のための取組の認知度においては、「知っている」が18.9％、「少しは知っている」が

13.4％、「名前は聞いたことがある」が15.6％、「知らない」が51.5％となっています。 

全体・経年比較でみると、「知らない」が前回と比べて7.3ポイント多くなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”は「知っている」が43.8％と最も多くなっています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

18.9

26.0

19.6

13.4

14.4

13.5

15.6

14.1

15.2

51.5

44.2

50.3

0.6

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

16.0

21.2

10.5

15.8

14.2

16.4

58.8

46.0

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.3

27.3

43.8

21.4

11.6

9.5

17.0

15.2

15.2

14.5

11.6

12.6

15.1

15.2

9.5

11.6

19.6

17.2

39.6

42.4

31.4

52.6

57.3

58.9 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 少しは知っている 名前は聞いたことがある

知らない 無回答

全体・経年比較
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34 ウミガメ保護活動の取組の認知度 

問29 あなたは、ウミガメ保護活動の取組をどの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウミガメ保護活動の取組の認知度においては、「よく知っている」が14.2％、「少しは知っている」

が58.7％、「あまり知らない」が21.1％、「まったく知らない」が5.7％となっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

14.2

15.5

12.3

58.7

58.6

56.7

21.1

20.2

23.0

5.7

5.1

6.6

0.2

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

15.7

13.0

55.1

61.4

23.1

19.8

6.0

5.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.6

16.7

11.4

12.7

11.1

16.1

52.8

50.0

71.4

64.7

60.8

52.3

22.6

27.3

10.5

20.2

22.6

23.2

1.9

6.1

6.7

2.3

5.5

8.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 少しは知っている あまり知らない

まったく知らない 無回答

全体・経年比較
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35 自己を磨く努力の実践度 

問30 あなたは、学問・学習（文）、スポーツ（武）、文化・芸術（芸）のいずれか

の分野で、自己を磨く努力をしていますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己を磨く努力の実践度においては、「まったくしていない」が29.8％と最も多く、次いで「あま

りしていない」が27.5％、「少しはしている」が26.7％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“40歳代”、“60歳代”は「少しはしている」が最も多くなっ

ています。“50歳代”は「あまりしていない」が32.4％と最も多くなっています。 

 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

17.0

13.6

7.6

8.7

7.0

5.6

47.2

15.2

32.4

22.5

30.7

23.2

15.1

25.8

24.8

32.4

26.6

29.5

13.2

36.4

26.7

30.1

28.1

33.3

7.5

9.1

8.6

6.4

7.5

7.4 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている 少しはしている

あまりしていない まったくしていない

どちらともいえない・わからない 無回答

8.1

8.0

7.3

26.7

29.7

28.5

27.5

25.6

26.2

29.8

29.4

29.4

7.6

6.6

7.5

0.3

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

8.4

8.0

25.7

27.4

27.8

27.4

28.9

30.4

9.2

6.2 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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36 この１年間の文化・芸術の鑑賞頻度 

問31 あなたは、この１年でどのくらい、文化・芸術を鑑賞しましたか。 

（市内外を問わない） （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間の文化・芸術の鑑賞頻度においては、「年に数回」が32.4％と最も多く、次いで「過去

３年間、鑑賞をしていない」が30.2％、「年に１回くらい」が15.2％などとなっています。 

性別でみると、“男性”は「過去３年間、鑑賞をしていない」が34.9％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“70歳以上”は「過去３年間、鑑賞をしていない」が38.2％と最も多くなって

います。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

20.8

10.6

14.3

8.7

9.5

8.4

45.3

39.4

39.0

35.3

32.7

24.6

13.2

13.6

14.3

18.5

18.6

12.3

5.7

7.6

9.5

10.4

9.5

15.1

15.1

28.8

22.9

26.6

29.6

38.2

0.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に１回以上

年に数回

年に１回くらい

この１年は鑑賞をしていないが、過去３年以内に鑑賞をしたことがある

過去３年間、鑑賞をしていない

無回答

10.4

9.6

9.9

32.4

32.2

30.1

15.2

15.5

15.5

11.3

13.1

11.0

30.2

28.6

31.9

0.6

1.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

10.0

10.8

26.0

37.6

16.8

13.8

12.1

10.4

34.9

26.6

0.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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37 御前崎市立図書館サービスの満足度 

問32 あなたは、御前崎市立図書館サービスの充実にどの程度満足していますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市立図書館サービスの満足度においては、「図書館を利用していない」が40.7％と最も多

く、次いで「どちらかといえば満足している」が25.7％、「満足している」が16.1％などとなってい

ます。 

年齢別でみると、“40歳代”は「どちらかといえば満足している」が37.1％と最も多くなってい

ます。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

16.1

16.9

16.4

25.7

29.5

27.0

2.8

2.7

2.5

1.9

1.6

1.7

12.6

11.3

12.3

40.7

37.3

38.8

0.1

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

13.1

18.6

22.6

27.6

3.9

2.0

3.4

0.8

13.1

12.2

43.8

38.6 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.5

21.2

23.8

14.5

17.1

10.9

30.2

30.3

37.1

25.4

22.1

22.1

3.0

1.0

1.7

6.0

2.5

1.9

1.5

2.9

2.5

1.8

5.7

3.0

8.6

11.0

13.6

17.9

37.7

40.9

29.5

44.5

38.7

44.6 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 図書館を利用していない

無回答

全体・経年比較
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７．地域づくり・行政経営管理について 

38 協働によるまちづくりへの取組の必要性 

問33 あなたは、住みやすいまちづくりのために「協働」による取組は必要だと思

いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働によるまちづくりへの取組の必要性においては、「必要だと思う」が45.4％と最も多く、次い

で「どちらかといえば必要だと思う」が34.8％、「どちらともいえない・わからない」が16.7％など

となっています。 

全体・経年比較でみると、「どちらかといえば必要だと思う」が年々多くなっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

45.4

45.8

51.7

34.8

32.3

27.4

1.1

2.4

1.9

1.5

1.6

2.0

16.7

16.3

15.5

0.5

1.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

42.3

47.4

35.2

35.0

1.6

0.8

2.1

1.0

18.1

15.6

0.8

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

41.5

43.9

48.6

41.0

46.2

46.7

37.7

36.4

38.1

36.4

38.2

30.2

3.8

1.0

1.7

1.4

4.5

1.0

1.2

1.5

1.4

17.0

15.2

11.4

19.7

14.1

18.9 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば不要だと思う 不要だと思う

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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39 行政と市民の協働への取組の満足度 

問34 あなたは、行政と市民の協働への取組にどの程度満足していますか。 

 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政と市民の協働への取組の満足度においては、「どちらともいえない・わからない」が59.2％と

最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が17.6％、「どちらかといえば満足していない」

が13.0％などとなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

7.5

3.8

1.2

0.5

1.4

32.1

16.7

16.2

14.5

17.6

17.5

11.3

13.6

12.4

12.7

12.6

14.0

3.8

6.1

4.8

8.7

9.0

8.4

45.3

63.6

61.9

63.0

59.8

56.8

1.0

0.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

1.8

1.6

1.5

17.6

19.4

17.1

13.0

14.3

12.7

7.7

8.5

9.3

59.2

54.8

57.5

0.8

1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.3

2.2

17.8

17.4

16.0

10.8

10.2

5.8

54.1

62.8

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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40 御前崎市での人権の尊重についての考え方 

問35 あなたは、御前崎市で人権が尊重されていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市での人権の尊重についての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が38.6％と

最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が35.3％、「そう思う」が9.8％などとなっ

ています。 

年齢別でみると、“60歳代”、“70歳以上”は「どちらともいえない・わからない」が最も多く

なっています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

22.6

10.6

7.6

6.9

9.5

9.5

50.9

40.9

49.5

38.7

33.2

35.4

7.5

9.1

10.5

11.0

7.5

6.7

3.8

12.1

10.5

6.4

6.0

6.3

15.1

27.3

21.9

37.0

42.7

39.6

1.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

9.8

11.5

10.5

38.6

36.5

35.8

8.3

8.6

7.8

7.0

5.6

8.1

35.3

36.6

36.0

1.0

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

8.9

10.4

36.7

40.0

10.2

7.0

8.9

5.6

34.1

36.0

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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41 参加している地域の行事や活動 

問36 あなたは、地域のどのような行事や活動に参加していますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに関する
行事

地区センターの講座などの自己啓発活動

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

55.8

37.8

37.8

25.3

12.1

8.7

7.6

6.2

2.8

0.5

0.7

25.0

0.8

57.3

47.4

44.0

31.4

16.6

8.2

11.5

5.8

4.2

0.5

1.4

20.4

1.4

58.0

44.8

40.0

27.5

19.7

4.9

9.9

5.3

4.1

1.3

2.0

21.9

1.9

0% 30% 60%

令和８年度（n=887）

令和７年度（n=789）

令和６年度（n=755）

全体・経年比較
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41 参加している地域の行事や活動（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに関する
行事

地区センターの講座などの自己啓発活動

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

60.9

44.4

40.7

28.9

11.8

3.9

5.2

7.1

4.5

1.0

0.8

24.4

0.8

0% 50% 100%

男性（n=381）

性 別

52.0

32.2

35.6

22.6

12.2

12.4

9.0

5.6

1.6

0.0

0.6

25.8

0.8

0% 50% 100%

女性（n=500）
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41 参加している地域の行事や活動（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに関する
行事

地区センターの講座などの自己啓発活動

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

18.9

43.4

18.9

11.3

1.9

0.0

5.7

3.8

1.9

1.9

0.0

34.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=53）

年 齢 別

34.8

36.4

24.2

10.6

13.6

0.0

27.3

4.5

0.0

3.0

0.0

34.8

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=66）

52.4

47.6

33.3

21.0

20.0

5.7

31.4

5.7

1.0

0.0

1.0

28.6

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=105）
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41 参加している地域の行事や活動（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加している地域の行事や活動においては、「町内会などの活動」が55.8％と最も多く、次いで「お

祭りなど地域で行う文化に関する行事」、「避難訓練などの自主防災会や消防団の活動」が37.8％、

「清掃活動、自然保護などの環境保全活動」が25.3％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「お祭りなど地域で行う文化に関する行事」が前回と比べて9.6ポイン

ト少なくなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”は「お祭りなど地域で行う文化に関する行事」が最

も多くなっています。 

 

 

町内会などの活動

お祭りなど地域で行う文化に関する行事

避難訓練などの自主防災会や消防団の活動

清掃活動、自然保護などの環境保全活動

地区大会など地域で行うスポーツに関する
行事

地区センターの講座などの自己啓発活動

子ども会などの活動

あいさつ運動などの青少年健全育成活動

街頭啓発などの交通安全活動

夜間パトロールなどの防犯活動

その他

参加している行事はない

無回答

59.5

38.2

37.0

26.6

11.0

4.0

2.9

4.6

0.6

0.0

0.6

26.6

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=173）

69.8

40.2

46.2

33.2

11.6

12.1

1.5

8.0

7.5

0.5

1.0

17.1

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=199）

56.8

31.2

41.1

27.0

11.6

14.0

1.1

7.0

2.5

0.0

0.7

24.6

2.5

0% 50% 100%

70歳以上（n=285）

年 齢 別
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42 地域の絆や支え合いの仕組み形成についての考え方 

問37 あなたは、あなたのお住まいの地域は、地域の絆や支え合いの仕組みが形成

されていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の絆や支え合いの仕組み形成についての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が

40.1％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が29.0％、「どちらかといえばそう

は思わない」が12.3％などとなっています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

18.9

4.5

6.7

9.2

6.5

8.8

39.6

39.4

47.6

39.3

44.7

34.7

11.3

10.6

13.3

9.8

15.1

12.3

5.7

15.2

8.6

9.2

7.5

11.2

24.5

30.3

23.8

32.4

26.1

31.2 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

8.5

9.8

7.4

40.1

43.7

38.8

12.3

10.9

12.3

9.6

8.6

11.0

29.0

26.1

28.2

0.6

0.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

7.6

9.0

40.9

39.4

12.3

12.4

12.1

7.8

26.2

31.0

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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43 ワーク・ライフ・バランスの実現度 

問38 あなたは、あなたの生活の中で、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）」は実現していると感じますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスの実現度においては、「どちらかといえば実現していると感じる」が

44.5％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が18.9％、「どちらかといえば実現

していると感じない」が13.6％などとなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

22.6

9.1

9.5

6.9

8.0

9.8

32.1

45.5

47.6

49.1

46.2

41.8

17.0

21.2

11.4

18.5

13.6

9.1

15.1

15.2

18.1

11.6

11.6

10.9

13.2

9.1

13.3

13.9

20.1

26.3

0.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実現していると感じる

どちらかといえば実現していると感じる

どちらかといえば実現していると感じない

実現していると感じない

どちらともいえない・わからない

無回答

9.6

9.4

10.7

44.5

42.8

40.1

13.6

14.7

15.6

12.5

13.6

12.8

18.9

18.6

18.7

0.8

0.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

8.4

10.6

37.3

50.2

15.0

12.8

16.0

10.0

22.6

15.6

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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44 男女の役割を固定的に考えることについての考え方 

問39 あなたは、男女の役割を固定的に考えることについて、どのように思います

か。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の役割を固定的に考えることについての考え方においては、「どちらともいえない・わからな

い」が31.2％と最も多く、次いで「どちらかといえば反対である」が27.2％、「反対である」が17.7％

などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「反対である」が年々少なくなっています。 

年齢別でみると、“40歳代”、“50歳代”、“60歳代”は「どちらかといえば反対である」が最

も多くなっています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

5.6

3.5

2.6

17.4

16.5

6.5

27.2

26.2

27.5

17.7

21.5

40.4

31.2

31.2

21.2

0.9

1.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

7.9

4.0

19.4

15.8

25.7

28.6

15.2

19.6

30.7

31.2

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.4

6.1

2.9

4.6

5.0

6.7

11.3

18.2

16.2

13.3

17.6

21.4

32.1

24.2

31.4

30.6

32.2

20.0

13.2

25.8

23.8

20.2

15.1

14.7

34.0

25.8

25.7

30.6

29.6

35.1

0.6

0.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成である どちらかといえば賛成である

どちらかといえば反対である 反対である

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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45 御前崎市で性別に関わりなく個性と能力を発揮する機会についての考え方 

問40 あなたは、職場や家庭、地域において、性別に関わらず平等に個性と能力を

発揮する機会が確保されていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市で性別に関わりなく個性と能力を発揮する機会についての考え方においては、「どちら

ともいえない・わからない」が28.4％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が27.1％、

「どちらかといえばそうは思わない」が21.2％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「そうは思わない」が年々少なくなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“30歳代”、“40歳代”は「どちらかといえばそう思う」が最

も多くなっています。“60歳代”は「どちらかといえばそうは思わない」が30.2％と最も多くなっ

ています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

5.3

7.4

6.1

27.1

26.7

20.8

21.2

20.3

21.3

17.0

17.9

24.0

28.4

26.6

26.1

1.0

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.0

5.6

25.7

28.2

22.8

20.0

18.6

15.8

27.0

29.2

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.9

7.6

3.8

3.5

3.0

5.3

34.0

36.4

34.3

27.2

23.1

23.5

15.1

13.6

20.0

22.0

30.2

18.2

5.7

12.1

24.8

18.5

18.1

15.8

26.4

30.3

17.1

28.9

25.1

34.4

0.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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46 地域で暮らす外国人住民との共生の必要性 

問41 あなたは、あなたのお住まいの地域で暮らす外国人住民との共生の必要性を

感じますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で暮らす外国人住民との共生の必要性においては、「どちらかといえば必要だと思う」が

34.8％と最も多く、次いで「どちらともいえない・わからない」が30.7％、「必要だと思う」が18.8％

などとなっています。 

性別でみると、“女性”は「どちらともいえない・わからない」が35.6％と最も多くなっていま

す。 

年齢別でみると、“70歳以上”は「どちらともいえない・わからない」が39.3％と最も多くなっ

ています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

18.8

18.3

24.5

34.8

36.1

34.4

8.3

5.8

5.8

6.7

6.5

5.2

30.7

32.3

28.5

0.7

1.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

21.3

17.0

36.0

34.2

9.4

7.6

8.9

5.0

23.6

35.6

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.0

10.6

19.0

21.4

18.6

18.9

34.0

33.3

43.8

36.4

41.7

27.0

15.1

16.7

11.4

9.2

4.5

6.3

13.2

12.1

7.6

4.6

4.5

6.7

20.8

27.3

18.1

28.3

30.2

39.3

0.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば不要だと思う 不要だと思う

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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47 御前崎市での若者の賑わいの増加についての考え方 

問42 あなたは、御前崎市で、若者の学びや交流・社会活動などによる賑わいが増

えていると思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市での若者の賑わいの増加についての考え方においては、「どちらともいえない・わからな

い」が40.2％と最も多く、次いで「そうは思わない」が30.2％、「どちらかといえばそうは思わない」

が20.4％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「そうは思わない」が年々少なくなっています 

年齢別でみると、“40歳代”は「そうは思わない」が38.1％と最も多くなっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

1.1

1.4

1.2

7.4

7.5

6.9

20.4

21.0

18.5

30.2

31.3

37.2

40.2

37.9

34.7

0.6

0.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

1.0

1.2

7.3

7.6

22.8

18.8

32.0

28.8

36.5

42.8

0.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.8

1.0

1.5

1.1

9.4

6.1

8.6

6.9

8.0

7.0

26.4

19.7

18.1

22.5

24.1

16.5

28.3

36.4

38.1

30.6

29.6

26.7

32.1

37.9

34.3

39.3

36.7

47.4

0.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

全体・経年比較
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48 公共施設のあり方を検討する必要性 

問43 あなたは、公共施設のあり方（量・配置・サービス・事業）を検討すること

は必要だと思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設のあり方を検討する必要性においては、「必要だと思う」が39.0％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば必要だと思う」が36.3％、「どちらともいえない・わからない」が19.6％などとなっ

ています。 

全体・経年比較でみると、「必要だと思う」が年々少なくなっています。 

性別でみると、“女性”は「どちらかといえば必要だと思う」が39.0％と最も多くなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”、“60歳代”は「どちらかといえば必要だと思う」が最も多くなっ

ています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

34.0

42.4

41.9

40.5

39.2

36.5

41.5

37.9

38.1

34.1

40.7

33.0

3.8

4.5

1.0

2.9

3.5

2.8

1.9

1.9

1.2

2.0

2.1

18.9

15.2

17.1

21.4

14.6

24.2 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要だと思わない 必要だと思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

39.0

46.9

51.4

36.3

32.6

26.8

2.9

1.6

1.2

1.7

1.1

1.1

19.6

16.9

17.9

0.5

0.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

42.0

36.4

33.3

39.0

2.9

3.0

2.9

0.8

18.4

20.4

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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８．市政全般について 

49 御前崎市の住みよさについての考え方 

問44 あなたは、御前崎市は住みよいところだと思いますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市の住みよさについての考え方においては、「どちらかといえばそう思う」が49.6％と最も

多く、次いで「どちらかといえばそうは思わない」が20.9％、「そう思う」と「そうは思わない」が

10.0％などとなっています。 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

13.2

3.0

9.5

8.1

7.5

14.0

50.9

48.5

49.5

45.7

53.8

49.8

26.4

28.8

21.9

23.7

20.6

15.8

7.5

13.6

11.4

12.1

8.5

9.1

1.9

6.1

7.6

10.4

9.0

9.5

0.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

どちらともいえない・わからない 無回答

10.0

10.5

12.5

49.6

49.6

49.4

20.9

17.5

17.5

10.0

9.8

10.6

8.8

10.9

9.3

0.7

1.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

8.9

11.0

49.1

50.0

21.0

20.8

12.3

8.4

8.4

8.8

0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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50 御前崎市が住みよいところだと思う理由 

問44で「１ そう思う」「２ どちらかといえばそう思う」を選択した方にお伺いします。 

問45 あなたが、御前崎市は住みよいところだと思う理由はなんですか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、
人付き合いをしやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

防災や治安の面で安心だから

公園や歩道などの住環境が整っているから

公共施設が多く、レジャー、
スポーツなどに親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

教育や学習の機会や場が充実しているから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

75.0

58.2

38.2

29.5

12.3

11.3

7.9

5.1

3.6

2.3

1.3

1.3

1.3

3.2

0.2

74.1

59.9

37.1

28.5

11.4

15.2

5.9

5.9

3.0

1.3

1.3

2.1

1.1

1.9

0.8

73.4

58.5

41.3

29.3

9.4

12.0

7.3

5.8

1.7

2.1

1.7

1.3

1.1

2.4

0.0

0% 40% 80%

令和８年度（n=529）

令和７年度（n=474）

令和６年度（n=467）

全体・経年比較
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50 御前崎市が住みよいところだと思う理由（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、
人付き合いをしやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

防災や治安の面で安心だから

公園や歩道などの住環境が整っているから

公共施設が多く、レジャー、
スポーツなどに親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

教育や学習の機会や場が充実しているから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

77.4

64.3

32.6

28.5

14.5

10.4

9.5

4.5

3.2

3.6

1.4

1.4

1.4

1.8

0.5

0% 50% 100%

男性（n=221）

性 別

73.8

53.8

42.3

30.5

10.8

12.1

6.9

5.6

3.9

1.3

1.3

1.3

1.3

3.9

0.0

0% 50% 100%

女性（n=305）
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50 御前崎市が住みよいところだと思う理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、
人付き合いをしやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

防災や治安の面で安心だから

公園や歩道などの住環境が整っているから

公共施設が多く、レジャー、
スポーツなどに親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

教育や学習の機会や場が充実しているから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

44.1

67.6

47.1

14.7

8.8

8.8

11.8

5.9

2.9

2.9

2.9

0.0

2.9

2.9

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=34）

年 齢 別

61.8

52.9

20.6

14.7

2.9

11.8

2.9

0.0

5.9

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=34）

69.4

59.7

30.6

32.3

9.7

11.3

6.5

9.7

8.1

3.2

0.0

1.6

0.0

1.6

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=62）
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50 御前崎市が住みよいところだと思う理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市が住みよいところだと思う理由においては、「気候が温暖で、自然が豊かだから」が

75.0％と最も多く、次いで「生まれ育ったところだから」が58.2％、「市民の人柄がよく、人付き合

いをしやすいから」が38.2％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「生まれ育ったところだから」が67.6％と最も多くなっていま

す。 

 

気候が温暖で、自然が豊かだから

生まれ育ったところだから

市民の人柄がよく、
人付き合いをしやすいから

農水産物が豊富で、豊かな食生活を
送れるから

防災や治安の面で安心だから

公園や歩道などの住環境が整っているから

公共施設が多く、レジャー、
スポーツなどに親しみやすいから

医療や福祉の質が高いから

教育や学習の機会や場が充実しているから

産業が発達し、十分な雇用機会が
あるなど、雇用環境がよいから

交通網が発達しているから

質の高い文化にふれる機会が多く、
文化活動も盛んであるから

その他

特に理由はない、なんとなく

無回答

78.5

60.2

36.6

23.7

14.0

11.8

7.5

1.1

2.2

2.2

2.2

0.0

2.2

7.5

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=93）

85.2

48.4

34.4

30.3

8.2

11.5

9.8

3.3

2.5

0.8

0.8

2.5

2.5

2.5

0.8

0% 50% 100%

60歳代（n=122）

77.5

62.1

45.6

36.8

17.6

11.5

7.7

7.7

3.3

3.3

1.6

1.1

0.5

2.7

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=182）

年 齢 別
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51 御前崎市に住み続ける意向 

問46 あなたは、今後も御前崎市に住み続けたいですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御前崎市に住み続ける意向においては、「今後も住みたい」が41.6％と最も多く、次いで「当分住

み続けたい」が25.5％、「どちらともいえない・わからない」が20.4％などとなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「将来引っ越すつもり」が32.1％と最も多くなっています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

22.6

27.3

35.2

30.6

43.2

55.8

28.3

27.3

30.5

29.5

26.6

19.3

32.1

12.1

13.3

7.5

6.0

1.4

3.8

6.1

1.2

0.5

0.7

13.2

24.2

19.0

23.7

21.1

19.3

3.0

1.9

7.5

2.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後も住みたい 当分住み続けたい

将来引っ越すつもり 近々引っ越すつもり

どちらともいえない・わからない 無回答

41.6

41.7

43.7

25.5

24.2

22.0

7.7

7.9

6.8

1.2

0.4

0.9

20.4

22.3

21.5

3.6

3.5

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

40.7

41.8

27.0

24.4

7.9

7.6

1.8

0.8

18.6

22.0

3.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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52 シティプロモーション推進の認知度 

問47 あなたは、御前崎市が市民、企業・団体、行政が協力し「シティプロモーショ

ン」を推進していることをご存知ですか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シティプロモーション推進の認知度においては、「知っている」が5.4％、「少しは知っている」が

13.5％、「知らないがブランドロゴは見たことがある」が15.3％、「まったく知らない」が64.7％と

なっています。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

5.4

6.5

4.8

13.5

12.8

12.8

15.3

17.4

17.2

64.7

61.6

63.0

1.0

1.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.8

5.2

13.1

14.0

11.3

18.2

69.3

61.2

0.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.2

9.1

6.7

5.8

5.5

2.1

15.1

3.0

21.9

11.6

12.1

15.1

17.0

13.6

13.3

16.8

15.6

14.7

54.7

74.2

56.2

65.3

66.8

66.0

1.9

0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

少しは知っている

知らないがブランドロゴは見たことがある

まったく知らない

無回答

全体・経年比較
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53 市政への関心度 

問48 あなたは、市政にどの程度関心がありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政への関心度においては、「どちらかといえば関心がある」が43.9％と最も多く、次いで「どち

らかといえば関心がない」が19.7％、「どちらともいえない・わからない」が18.3％などとなってい

ます。 

 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

9.4

9.1

9.5

6.9

11.1

7.4

39.6

34.8

41.9

46.8

47.2

44.2

24.5

25.8

20.0

18.5

21.6

16.5

17.0

19.7

3.8

8.1

4.0

7.0

9.4

10.6

24.8

19.7

15.6

20.4

0.5

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

どちらともいえない・わからない 無回答

8.8

11.3

14.6

43.9

42.5

42.6

19.7

20.5

17.4

7.7

7.0

7.5

18.3

16.6

16.3

1.7

2.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

10.8

7.0

45.4

42.8

20.5

19.2

9.2

6.6

12.6

22.6

1.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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54 市政に関心がある理由 

問48で「１ 関心がある」「２ どちらかといえば関心がある」を選択した方にお伺いします。 

問49 あなたが、市政に関心がある理由はなんですか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に関心が
あるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

その他

無回答

86.5

43.5

26.3

19.9

13.1

11.3

4.5

0.4

80.7

42.7

29.0

20.5

10.4

10.4

1.2

0.2

85.2

41.0

25.5

21.1

9.7

14.1

2.5

0.2

0% 30% 60% 90%

令和８年度（n=467）

令和７年度（n=424）

令和６年度（n=432）

全体・経年比較

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に関心が
あるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

その他

無回答

85.5

45.3

31.8

25.2

11.2

16.4

2.8

0.0

0% 50% 100%

男性（n=214）

性 別

87.1

41.8

22.1

15.3

14.9

7.2

6.0

0.8

0% 50% 100%

女性（n=249）
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54 市政に関心がある理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政に関心がある理由においては、「自分の生活に関係があるから」が86.5％と最も多く、次いで

「御前崎市に愛着があるから」が43.5％、「国や県行政も含め政治や行政に関心があるから」が

26.3％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「自分の生活に関係があるから」が前回と比べて5.8ポイント多くなっ

ています。 

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に関心が
あるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

その他

無回答

84.6

53.8

23.1

19.2

7.7

3.8

3.8

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=26）

年 齢 別

89.7

31.0

37.9

24.1

3.4

17.2

3.4

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=29）

81.5

25.9

22.2

22.2

9.3

14.8

1.9

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=54）

自分の生活に関係があるから

御前崎市に愛着があるから

国や県行政も含め政治や行政に関心が
あるから

御前崎市に取り組んでほしいことが
あるから

新聞やテレビなどで市政について
よく見聞きするから

御前崎市が現在取り組んでいることに
不満があるから

その他

無回答

88.2

37.6

19.4

14.0

7.5

7.5

4.3

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=93）

87.9

40.5

25.0

19.8

13.8

13.8

6.0

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=116）

85.7

55.8

32.0

22.4

20.4

10.9

4.8

1.4

0% 50% 100%

70歳以上（n=147）

年 齢 別
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55 市政に関心がない理由 

問48で「３ どちらかといえば関心がない」「４ 関心がない」を選択した方にお伺いします。 

問50 あなたが、市政に関心がない理由はなんですか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政はわかりにくいから

国や県行政も含め政治や行政には関心が
ないから

自分の意見を出しても反映されないから

自分の生活にあまり関係がないから

御前崎市に愛着がないから

忙しいから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

43.6

24.7

22.2

21.0

16.5

14.8

7.0

4.5

0.8

35.9

27.2

24.9

22.6

9.7

21.2

7.4

1.4

1.4

45.2

23.4

25.5

33.5

16.0

17.6

5.9

5.9

1.1

0% 25% 50%

令和８年度（n=243）

令和７年度（n=217）

令和６年度（n=188）

全体・経年比較

市政はわかりにくいから

国や県行政も含め政治や行政には関心が
ないから

自分の意見を出しても反映されないから

自分の生活にあまり関係がないから

御前崎市に愛着がないから

忙しいから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

40.7

27.4

23.9

23.0

19.5

16.8

9.7

3.5

0.0

0% 50% 100%

男性（n=113）

性 別

45.7

21.7

20.9

19.4

14.0

13.2

4.7

5.4

1.6

0% 50% 100%

女性（n=129）
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55 市政に関心がない理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政はわかりにくいから

国や県行政も含め政治や行政には関心が
ないから

自分の意見を出しても反映されないから

自分の生活にあまり関係がないから

御前崎市に愛着がないから

忙しいから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

18.2

31.8

18.2

13.6

22.7

9.1

9.1

9.1

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=22）

年 齢 別

53.3

36.7

43.3

16.7

33.3

16.7

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=30）

44.0

20.0

40.0

20.0

12.0

20.0

12.0

4.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=25）

市政はわかりにくいから

国や県行政も含め政治や行政には関心が
ないから

自分の意見を出しても反映されないから

自分の生活にあまり関係がないから

御前崎市に愛着がないから

忙しいから

御前崎市の仕事を信頼しているから

その他

無回答

50.0

13.0

28.3

17.4

21.7

10.9

8.7

4.3

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=46）

47.1

25.5

21.6

17.6

11.8

19.6

5.9

7.8

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=51）

38.8

25.4

4.5

31.3

7.5

11.9

6.0

3.0

3.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=67）

年 齢 別
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市政に関心がない理由においては、「市政はわかりにくいから」が43.6％と最も多く、次いで「国

や県行政も含め政治や行政には関心がないから」が24.7％、「自分の意見を出しても反映されないか

ら」が22.2％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「自分の生活にあまり関係がないから」が年々少なくなっています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「国や県行政も含め政治や行政には関心がないから」が31.8％

と最も多くなっています。 
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56 市役所の仕事の満足度 

問51 あなたは、市役所の仕事に対してどの程度満足していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所の仕事の満足度においては、「どちらかといえば満足している」が37.5％と最も多く、次い

で「どちらともいえない・わからない」が33.0％、「どちらかといえば満足していない」が15.6％な

どとなっています。 

性別でみると、“女性”は「どちらともいえない・わからない」が37.0％と最も多くなっていま

す。 

年齢別でみると、“40歳代”、“50歳代”は「どちらともいえない・わからない」が最も多くなっ

ています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

20.8

4.5

3.8

2.9

4.0

6.0

39.6

37.9

30.5

35.3

36.7

41.8

9.4

18.2

19.0

16.2

20.6

11.2

5.7

9.1

11.4

6.9

5.0

4.9

24.5

30.3

33.3

38.2

33.2

31.6

1.9

0.6

0.5

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない・わからない 無回答

5.5

7.6

4.5

37.5

36.9

35.2

15.6

13.7

15.5

6.4

6.8

8.9

33.0

33.2

33.2

1.9

1.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

5.2

5.8

39.9

36.0

17.6

14.0

8.7

4.8

27.6

37.0

1.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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57 満足していない内容を市に伝えた経験 

問51で「３ どちらかといえば満足していない」「４ 満足していない」を選択した方にお伺いします。 

問52 あなたは、満足していない内容を市に伝えたことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足していない内容を市に伝えた経験においては、「伝えたことがある」が29.7％、「伝えなかっ

た」が67.7％となっています。 

全体・経年比較でみると、「伝えなかった」が前回と比べて6.4ポイント少なくなっています。 

 

 

令和８年度 （n=195）

令和７年度 （n=162）

令和６年度 （n=184）

男性 （n=100）

女性 （n=94）

29歳以下 （n= 8）

30歳代 （n= 18）

40歳代 （n= 32）

50歳代 （n= 40）

60歳代 （n= 51）

70歳以上 （n= 46）

29.7

25.9

28.8

67.7

74.1

69.0

2.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

29.0

30.9

67.0

68.1

4.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.5

16.7

25.0

27.5

35.3

37.0

87.5

83.3

71.9

72.5

62.7

56.5

3.1

2.0

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えたことがある 伝えなかった 無回答

全体・経年比較
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58 満足していない内容を市に伝えた手段 

問52で「１ 伝えたことがある」を選択した方にお伺いします。 

問53 あなたは、どのような手段で伝えましたか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

町内会などを通じて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

69.0

31.0

20.7

10.3

8.6

3.4

6.9

0.0

64.3

23.8

38.1

2.4

0.0

0.0

4.8

0.0

79.2

39.6

11.3

13.2

3.8

1.9

3.8

0.0

0% 40% 80%

令和８年度（n=58）

令和７年度（n=42）

令和６年度（n=53）

全体・経年比較

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

町内会などを通じて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

69.0

37.9

17.2

13.8

10.3

3.4

3.4

0.0

0% 50% 100%

男性（n=29）

性 別

69.0

24.1

24.1

6.9

6.9

3.4

10.3

0.0

0% 50% 100%

女性（n=29）
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58 満足していない内容を市に伝えた手段（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足していない内容を市に伝えた手段においては、「直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関の

窓口に出向く、職員の訪問時など）」が69.0％と最も多く、次いで「電話をかけて伝えた」が31.0％、

「町内会などを通じて伝えた」が20.7％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「町内会などを通じて伝えた」が17.4ポイント少なくなっています。 

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

町内会などを通じて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

81.8

9.1

27.3

9.1

0.0

0.0

9.1

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=11）

61.1

22.2

11.1

11.1

5.6

0.0

11.1

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=18）

64.7

41.2

29.4

11.8

11.8

0.0

5.9

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=17）

年 齢 別

直接職員に伝えた（市役所や市の出先機関
の窓口に出向く、職員の訪問時など）

電話をかけて伝えた

町内会などを通じて伝えた

手紙、電子メール、ファクシミリで伝えた

市ホームページから投稿して伝えた

パブリックコメント制度への意見提出を
通じて伝えた

その他

無回答

62.5

37.5

25.0

12.5

12.5

12.5

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=8）

100.0

100.0

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=3）

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=1）

年 齢 別
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59 満足していない内容を市に伝えなかった理由 

問52で「２ 伝えなかった」を選択した方にお伺いします。 

問54 あなたが、意見や要望、不満があっても、市に伝えなかった主な理由はなん

ですか。あなたのお考えに一番近いものを選んでください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝える方法を知らなかったから

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

忙しかったから

めんどうだったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

22.4

37.3

13.4

4.5

10.4

1.5

10.4

0.0

0% 50% 100%

男性（n=67）

性 別

15.6

51.6

20.3

0.0

3.1

4.7

4.7

0.0

0% 50% 100%

女性（n=64）

伝える方法を知らなかったから

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

忙しかったから

めんどうだったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

18.9

43.9

16.7

2.3

7.6

3.0

7.6

0.0

10.0

48.3

18.3

1.7

10.0

1.7

10.0

0.0

11.8

44.1

19.7

1.6

10.2

2.4

10.2

0.0

0% 25% 50%

令和８年度（n=132）

令和７年度（n=120）

令和６年度（n=127）

全体・経年比較
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59 満足していない内容を市に伝えなかった理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足していない内容を市に伝えなかった理由においては、「伝えても無駄だと思ったから」が

43.9％と最も多く、次いで「伝える方法を知らなかったから」が18.9％、「役所に意見を言いにくい

イメージ（堅苦しい、怖いなど）があるから」が16.7％などとなっています。 

全体・経年比較でみると、「伝える方法を知らなかったから」が前回と比べて8.9ポイント多くなっ

ています。 

伝える方法を知らなかったから

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

忙しかったから

めんどうだったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

14.3

28.6

28.6

28.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

29歳以下（n=7）

年 齢 別

6.7

40.0

26.7

0.0

20.0

0.0

6.7

0.0

0% 50% 100%

30歳代（n=15）

21.7

43.5

21.7

0.0

8.7

4.3

0.0

0.0

0% 50% 100%

40歳代（n=23）

伝える方法を知らなかったから

伝えても無駄だと思ったから

役所に意見を言いにくいイメージ
（堅苦しい、怖いなど）があるから

忙しかったから

めんどうだったから

その他

なんとなく、特に理由はない

無回答

27.6

37.9

20.7

3.4

0.0

3.4

6.9

0.0

0% 50% 100%

50歳代（n=29）

15.6

43.8

12.5

0.0

9.4

3.1

15.6

0.0

0% 50% 100%

60歳代（n=32）

19.2

57.7

3.8

0.0

7.7

3.8

7.7

0.0

0% 50% 100%

70歳以上（n=26）

年 齢 別
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60 この１年間の広報おまえざきを読んだ頻度 

問55 あなたは、この１年間で、「広報おまえざき」を読んだり、見たりしたこと

がありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間の広報おまえざきを読んだ頻度においては、「よく読んでいる」が41.9％、「時々読ん

でいる」が34.9％、「知っているが、ほとんど読んでいない」が17.9％、「知らない」が4.1％となっ

ています。 

年齢別でみると、“29歳以下”は「知っているが、ほとんど読んでいない」が39.6％と最も多く

なっています。“30歳代”、50歳代”は「時々読んでいる」が最も多くなっています。 

 

令和８年度 （n=887）

令和７年度 （n=789）

令和６年度 （n=755）

男性 （n=381）

女性 （n=500）

29歳以下 （n= 53）

30歳代 （n= 66）

40歳代 （n=105）

50歳代 （n=173）

60歳代 （n=199）

70歳以上 （n=285）

41.9

44.1

41.2

34.9

35.2

37.9

17.9

16.6

15.9

4.1

2.4

3.2

1.1

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

33.9

48.2

33.9

35.6

24.7

13.0

6.3

2.4

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.8

30.3

39.0

38.7

45.7

49.1

22.6

33.3

35.2

39.3

37.2

33.0

39.6

27.3

23.8

17.3

14.6

12.6

17.0

9.1

1.9

4.6

1.5

2.8

1.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく読んでいる 時々読んでいる

知っているが、ほとんど読んでいない 知らない

無回答

全体・経年比較
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61 広報おまえざきの中での情報の入手程度 

問55で「１ よく読んでいる」「２ 時々読んでいる」を選択した方にお伺いします。 

問56 「広報おまえざき」の中で、あなたが必要とする情報はどの程度入手できま

したか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報おまえざきの中での情報の入手程度においては、「ある程度入手できた」が58.1％と最も多

く、次いで「どちらともいえない・わからない」が16.4％、「あまり入手できなかった」が14.1％な

どとなっています。 

 

令和８年度 （n=682）

令和７年度 （n=626）

令和６年度 （n=597）

男性 （n=258）

女性 （n=419）

29歳以下 （n= 23）

30歳代 （n= 42）

40歳代 （n= 78）

50歳代 （n=135）

60歳代 （n=165）

70歳以上 （n=234）

7.1

15.4

5.9

5.5

11.5

69.6

59.5

47.4

56.3

61.8

59.0

13.0

19.0

11.5

13.3

17.0

12.8

2.4

3.0

3.0

1.7

17.4

11.9

25.6

21.5

12.7

13.7 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入手できた ある程度入手できた

あまり入手できなかった 入手できなかった

どちらともいえない・わからない 無回答

8.9

11.7

10.4

58.1

56.9

54.1

14.1

12.6

14.4

2.1

1.6

2.5

16.4

16.8

18.4

0.4

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性 別

年 齢 別

8.1

9.3

56.2

59.2

17.1

12.4

3.5

1.2

15.1

17.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体・経年比較
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Ⅲ 調査票 
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令和８年度 御前崎市 市民意識調査 

調査結果報告書 

 

令和８年９月 

御前崎市 

 

御前崎市 企画政策課 企画係 

〒437-1692 静岡県御前崎市池新田5585番地 

TEL：0537-85-1161 

FAX：0537-85-1137 

 

 



自宅前の側溝に砂や砂利などが溜まり、台風などの際雨水が溢れ道路に氾濫していたり、道路際に雑
草、木などがはみ出して茂っている箇所の整備をお願いしたいです。
ゴミの有料ふくろの種類が多すぎる。プラや金物などはいらないと思う。
町内会に加入してない人が多い。逆に町内会に入っている人は参加行事等に出ないといけない。市民
なら町内会に加入すべきでないかと思う。加入していなくてもデメリットはない現状。
物価高で毎日が苦しいです。安定した生活が送れたらいいのですが。よろしくお願い致します。
最近道路の区画線の消えている所が多く交通に支障を期している。広報で交通安全を呼びかけている
がインフラ整備も必要だと思う。

全般治安が悪くなってきている。無用な職員（役所）が多すぎ、削減へ。固定資産税、高すぎる。

まわりにだんだん子供のいる家庭が減ったり、あき家が増えたり、なんとなくさみしさや不安を感じ
ます。私の地域には、スーパーとかも、あまりないので、運転とかできなくなったらこまるだろうな
と考える事もよくあります。
ありとあらゆる税金が高すぎる。水道料高すぎる。
固定資産、その他税金を支払い出来なくなりそうでこわい。いつも思うのですが役場で働いている人
数が多く思う。

御前崎市に生まれ、学生の頃までは田舎と思っていましたが、結婚して横浜市などで生活してみます
と、都会も田舎もあまり関係なかったかなと思っています。今は御前崎市の生活に満足しています。

役員、班長等の負担が大きい（例えば祭典時に２日両日班長が就かないといけないなど）負担が大き
い為班を抜ける方が多くなる。
居・食・住に関して、もっと充実させて住民が満足する町作りが必要。総合病院よりも、クリニック
や開業医（住まいから近い）を充実させる。（原発対応は別問題。）小規模でも近いスーパーの増
設。交通手段の再構築（高齢者の運転免許返納促進）など、住民のための改革が必要。
ゴミ袋の小さい方はいりません。
プールの運営の見直し。身体障害者の見直し。ぷるる。
市も人口減はさけられない事。未来は子供達が必要。
基本的には住みやすくて良い場所だと思います。難しいと思いますが、公共交通機関をもう少し利用
しやすくしていただきたいです。それと時々、道のゴミや整備されていない草木が気になります。こ
れからもどうぞよろしくお願い致します。

　①くらし環境

◎自由意見

・自由回答欄にいただいたご意見を１２個の分野に分けて掲載しています。

・複数の分野にまたがる意見は（再掲）という形で該当する全分野に掲載するようにしています。

※個人が特定できる内容や誹謗中傷等は削除しています。

【該当分野の分け】
①くらし環境 ②都市基盤 ③健康福祉 ④経済産業 ⑤教育文化 ⑥経営管理 ⑦公共交通 ⑧旧町単位の格差
⑨行政・議会  ⑩原子力  ⑪消防団 ⑫その他



将来の子供たちのために、働ける場所、交通について良く考えてほしい。一部の産業にたよりすぎる
ことのないようにしてほしい。地域活動が一部の人達だけでなく、全員参加となるようにしてほし
い。
私は御前崎市、人柄が良く、楽しい所で本当に、住み良い所だと思います。
子どもの数が減っている。一人暮らしの老人が増えているのではないかと思う。そのため、空き家や
空地が増えたと思います。年をとり自動車の運転ができなくなったら生活することはできません。子
どもたちのよりよい教育、老後も安心して暮らせる街にするにはどうしたらよいか。市民と行政がと
もに考えなくてはならないと思っています。
こんなにすてきな自然に恵まれ、おだやかな地域は他にないと思います。それを生かしぜひ自然を生
かした観光の開発で活気をと思います。富士山の景観日本一だと思います。
気候変動のせいか大雨の時、水路の水位が髙くなって、あふれそうで、怖い思いをすることが多くな
りました。又ＰＦＡＳの話しを耳にすると、浄水場がどこにあるのか、回りに汚染物質はないかと、
大丈夫と思いながら不安に思う事もあります。
御前崎市の子供の人数が減っているとききました。若い人達が住みよい町となると良いです。
御前崎市誕生時は人口37,800人でしたが、現在29,800人と、人口が減っており、街全体の活気も薄れ
ています。自然豊かな観光地であるので、若者を呼び込み人口も増やす方策を考えて下さい。それか
ら企業誘致を積極的に行い内外にＰＲして雇用を増やして下さい。
産業、観光、自然環境の余力を感じます。原発依存のイメージをなくし明るい御前崎市を目指して下
さい。
自然がすばらしく気候もよく、ほどよく田舎ですごく住みやすいいいところだと思います。上手にＰ
Ｒして、移住者やＵターンの若い人を増やせるといいなと思います。今後ともよろしくお願いしま
す。

静岡県としては「日本一の多文化共生県」なるものを目指しているようですが、外国人とうまく共生
できない記事も、多く目にします。私達の今までの生活が脅かされる事のない様、日本人、又は、日
本という国を尊重してくれる外国人が住みやすい、政策を行っていただける様、お願いしたいです。

空き家が増えて、寂しい限りです。70代の夫婦二人で支えあって、何とか生活しています。でも、自
然が豊かでのんびりしていて、年寄りには、いいとも思っています。
町内会未加入、退会者と同じ行政サービスを受ける事は、少し疑問を感じる。転入してくる人等に行
政の方で指導できないか。
まず御前崎はとてもいいところ。自然豊かで大好きなところ。なので、自然環境にはとても配慮して
ほしい。自然を壊してまで太陽光パネルとかしないでほしい。もっと第一産業の支援してほしい。漁
業、農業で活気溢れる町であってほしい。それがこの町のためにもなるし、日本の未来につながるか
ら。
犬や猫の保護活動をしていただきたい。
子供の数がすごく減ってきています。小学校の運動会を見ていてもさみしく思えました。もう少しに
ぎやかになれば良いと思いました。
人口が増える事を考えてほしい。定着できる事を宜しくお願いします。
茶畑の所有者の問題だとは思うが、所々手入れをされてなく伸び放題になった一画を見ることがあ
る。見た目も悪いし蜂が巣を作れば歩行者にも危険であまり良く無いことのように感じられる。行政
が動いてどうにか改善してもらえたらと思う。



子供達が御前崎市で育っても、進学をして就職する時に御前崎市に戻ってくるという選択をしない子
が多いと思う。若い時は仕方ないけど、ある程度の年齢になったら戻りたいなと思える市になるとい
いと思う。
少子高齢化対策をもっとやって欲しいです。10年20年先を考えた行政をお願いいたします。
小学生の子供達を遊ばせながら大人も過ごせるところが少ない。子供館など子供達のあそび場を充実
させてほしい。
空き巣や盗難が減るともっと安心できると感じます。何でもない道の景観が美しくなれば、散歩が楽
しくなり、健康増進に繋がるかと思います。歩きたくなる町になったら嬉しいです。いつも市のため
にありがとうございます。
賃貸に住んでいると地区行事（お祭り、防災訓練）の案内がなく参加することなく過ぎて行く。地区
のスポーツ大会など興味があるが自分でメンバーを集めてチームを作らないといけないようなので参
加できない。個々で申込し、開催側がチームを作って交流できるスポーツ大会があってもいいと思
う。

御前崎に既にある資源（景観や利用可能な土地）をもっと有効に利用して、都会のようにするのでは
なく、田舎でのんびり過ごせる御前崎らしい自然を豊かに感じられる街作りを目指してほしいです。
地産物を生産する若者が参入しやすいような後援等の取り組みも積極的に行ってほしい。

佐倉に住んでいますが、パロミノあたりからくる悪臭に毎年悩んでいます。難しいかもしれません
が、少しでも改善されたら嬉しいです。
共働きが多い中、福祉会館のような天候に左右されず、大人が常駐している施設は無くさないで欲し
い。老朽化による閉館のお知らせを何年か前に見たがその後どうなっているのかわからない。まだ子
供も小さいので親が安心して子供だけでも遊べる場所が出来ることを願います。
どんどん子供が少なく、人口が減ってきて不安になります。確かに、子供達は通学するにもバスがな
い。迎えにいけなければ２時間待つこともあるみたいです。子供達にとっては進学ででていっても
戻ってきたい街ではないそうです。

少子化で子供を大切にすることには力を入れているように感じるが、高齢者が多いのに医療や福祉が
弱く感じる。例えば総合病院なのに医療が充実していないなど。高齢化社会なので介護などの福祉に
ももっと力を入れた方がいいと感じる。高齢世帯が多く家での生活継続が厳しい。介護や買い物、通
院など見る人がいないなど問題が多いと思う。生活を支える介護者の確保が必要と思う。

新野川沿いの桜の木が枯れている。倒木も考えられるので手入れして欲しい（地区センターの近
く）。

白牧線佐倉１区内だけ未完成。原発が再稼働するまでに完成させて下さい。
問16〜18都市基盤について、おおむね満足していますし、市役所周辺及び灯台や海岸あたりは昔に比
べとてもきれいになりました。ありがとうございます。ですが、山間部、といいますか、住民が生活
で通る道（私は朝比奈原在住です）では森林がかぶさり荒廃地のため通行もままならないところがあ
ります。地域や自身で手を入れたところもありますが、おいつきません。観光のために「見た目」の
みをきれいにするだけでなくもっと住民の生活によりそった整備を切に望みます。よろしくお願いし
ます。

　②都市基盤



子供たちが雨の日に楽しく遊べる充実した場所を、市外の公共施設を見習って作って欲しい。これ
は、何年も、色々な人が言っていたり、意見したりしているかと思いますが、変わらないと感じてい
ます。ですが、公園などはいつもキレイに整備いただいている事はとても感謝しています。

若い方達が住みたいと思える町にして欲しい。私達は苦労しながら（今の若者よりずっと）自分より
子供で生活して来ましたが、今思えばいい時代を生きて来たと思います。
御前崎市は道路も整備され環境等もよく高齢者にも住みやすい所だと思います。一番心配なのは、南
海トラフの大地震が起きると騒がれている中部電力浜岡原発です。再稼働しないよう願っている一市
民です。
ジャカランダという花木があります。５〜６月に咲く美しい花木です。御前崎にこの花木の並木を
作って名所となるような将来への投資をしていただきたいです。桜や紅葉は人の心を打ちます。愛知
県にはイチョウで町おこしをした自治体もあります。老若男女が行きたいと思う景色を作りません
か。
道路や公園の整備、教育機関の運営など市民の暮らしの安全を徹底してほしいです。地域経済を活性
化させる上で、もっと市外からのお金を呼び込めるようなイベント、ツアー、体験があればいいと思
いました。
遊休農地が増加している。何とか回復してほしい。それに伴い、道路上へ草が出る。
自主運行バスが通ってないのでどう答えていいかわからない。市の道路整備は、どこが市道なのか、
わからない。
佐倉地区、高松地区等、木が（囲い）道路に被さるように大きくなって道が狭くなったり、四つ角で
横から車が来るのが見えにくくなっている所が多くあります。大きくなった木を切ってくださると助
かります。
道路脇の草が茂っている為走行しづらい。へび等出て危険。
比木地区をもっと畑総にしばられず開放して頂きたい。主要道路の木々の整備をお願いします。
公儀山公園の遊具や運動器具の整備をしてもらえたらうれしいです。
せっかく有名になっている海岸沿いスポットなのに草や木が生い茂っていてもったいない。天気に
よってニオイもきついし、遠くからドライブに来た観光客もショックだと思う。若い子達が遊ぶ場所
（中・高生）がない。カラオケ・ボルダリング・卓球とか近場にほしい。
小泉・山々谷等で、地すべり対策はある程度実施されている場所があるが現在横舟地区は、地すべり
地区となっていますが、民家・裏山地すべりが実施されてないのが現状です。ぜひ早急にお願いした
いです。よろしくお願い致します。
道のほそう工事や通路横の草刈り、木の枝がのびている所があれば切ってほしい。免許返納後高齢の
二人ぐらしになってもスーパーに行ける、ようにしてほしい（比木なので）。
道路がボコボコ。企業誘致どころか拒否している。水道管工事のあと、夏は冷たい水が出なくなった
（水ではなくお湯になっている）。町全体が常に臭い。
地震後の避難路・物資補給路がほしい。御前崎地区は津波で、道路寸断される。具体的には、牧之原
ＩＣへのバイパスを、高架で継げる。避難ルートの保全・維持。
年々道路の劣化が進んでいるが工事をしているのを見ていない。他県の人と話す事があるが、静岡県
は、ダントツで道が悪いと言います。御前崎から、進んで補修を行ってほしい。
街路樹等緑を増やしてほしいです。
電柱埋設の件。主要道路を無電柱化、景観の向上や、災害時の電柱倒壊防止、歩行者の安全空間の確
保に取り組む必要がある。



散歩していて道路の草などの定期的なメンテナンスをしていただきたいと思います。
雑草の整備(特に歩道)。
広報にて地権者に周知を図っている記事を見たことがありますが、道路にはみ出した樹木が大変危険
な箇所が全く改善されておらず、もっと積極的に地権者に管理を促してほしいです。新谷区の宗心寺

もっと子育て支援に力を入れてほしい。子供がいなくなる。
若い人達が大学を出ても仕事先が無くそのまま学校先東京他に住んでしまう。各地区センターなどで
検診、体調などを見てほしい（半年に１回位）。
数年前ガン治療中、「医療用ウィッグ」「乳房補整具」の補助金の申請を行いましたが、抗がん剤治
療中で体調が悪い中、必要な書類の提出が多く、特に購入した補整具の領収書、カタログなど提出を
求められました。体調が悪かったのでネットで（ワコール医療用）に問い合わせましたが、対応して
もらえず。静岡市内（病院内）まで出向くことになりました。自分が欲しかった物も買えず対応して
くれる所でしか購入する事ができず残念です。またその購入先でも御前崎市は特にうるさいと言って
いました。もう少し緩和してほしい。
年々高齢者が増えます。独居老人の生活のサポートが必要と思います。何か行政プランが出来ません
か。

小学生の子どもが雨の日に室内で遊んだり学んだりできる施設を充実してほしいです。

高齢者には住みにくい世の中になっています。働かないと食べていけないし色々な病気、ケガ病院が
よいが多く大変です。テレビなどで見ていると高齢者は後回しに。
もう少し元気な町になればいい。私も高齢だから参加する事が少ない。年齢に関係なくやれる事があ
れば参加したい。

他の事はあまりくわしくはないけれど最近介護を受けました。いろいろ親切に教えてもらって助かり
ました。利用してみてはじめての事ばかりで良く接してもらい感謝です。福祉は満足しています。

原子力発電が稼働していた栄光に縋りついている。子育て支援センターの縮小や医療体制など住み続
けたいと思える環境がない。アンケートについても意味をなしているのか、選択ではなく意見を書け
るスペースが欲しい。今のままでは、いつか終わってしまう市になってしまう。
赤字になっている、病院をやめて、リハビリ専用の病院にしては。実力のある医師をやとってほし
い。
市・県民税を払っているにもかかわらず、御前崎市民病院に行くと「予約ありますか」「紹介状あり
ますか」と言われ帰される。赤字なのにそんな病院は必要ないと思う。現に今、他の市民病院にか
かっている。多額な税金のむだ使いであると思う。
こども園（のんのん）の問題をなんとかしてほしい。
今小学生を育てています。今はありますが今後児童館が無くなると言われている事がとても悲しいで
す。子供達が安心して遊べて新しい場所がまた出来るのでしたらかまいませんが、どうかなくさない
で下さい。
のんのん英育園は今後問題なく運営していけるのか子供たちが安心して通えるのか、しっかりと対応
していただきたい。
老後の施設の充実、交通の便の充実、一人くらしの不安をなくす努力をおねがいします。
白羽の保育園がもめているが、行政は、まるなげで、無責任では。

　③健康福祉



市長さんは選挙以来会うこともないし、どのような行政をしているのかわからない。なるべく早く原
子力を、白紙からもっとすすめてもらいたい。町内会に早く、お金が原発からはいるようにしてもら
いたい。難病なので御前崎総合病院を、使いやすくしてもらいたい。
高齢者が増加しているので介護人材の確保と自治体の財政的問題との兼ね合いの中、全体的なバラン
スを整えて介護施設、特養を増設してほしい。サービスの充実にも力を入れて頂きたいです。電力と
の共存なしでは成り立たない行政。そこで働く人の雇用、市民の安心な暮らし、その道筋を最良、最
短で導いて頂けるようお願いします。
子育て支援が充実していて助かります。産後ケアを１割負担で利用できてとても気軽に利用できたの
でありがたいです。
税金を増やさないで欲しい。医療費を独自に、補助等で減らして欲しい。
福祉に関する補助金が年々中止される。箱物施設にかける金をもっと福祉に回すべき。

住み始めた頃よりは皆さんの積み重ねた努力を感じるようになりました。支援を必要とする時に情報
が分かりづらいのではと思う事がよくあります。積極的に助けを求めれば非常に味方になってもらえ
る事が多いですが、支援を本当に必要な方が理解するには中々厳しい現状があるように思います。

御前崎病院の対応、態度が悪すぎるので頼れる病院になってほしい。
高齢化少子化が進んで先行きが不安です。なんとかこういう問題を解決していく事が大切だと思いま
す。よろしくお願いします。
他地域への原発の再稼働の働きかけと医療施設への優遇措置の実施。
不妊治療に対する補助がほしい。

御前崎こども園を旧御前崎で合併するまでは理解できるが、私立にしたことは許さない。いつまでグ
ズグズな運営に任せておくのか。そのくせ市外の幼稚園にしたら給食代が出なくなるのが不満。

質問に高齢者と障がい者に優しいまちかとありましたが、そもそも一括りにしないでほしい。障がい
のある高齢者には優しいかもしれないが、障がいをもって生まれた人達には優しくないです。

少子化で子供を大切にすることには力を入れているように感じるが、高齢者が多いのに医療や福祉が
弱く感じる。例えば総合病院なのに医療が充実していないなど。高齢化社会なので介護などの福祉に
ももっと力を入れた方がいいと感じる。高齢世帯が多く家での生活継続が厳しい。介護や買い物、通
院など見る人がいないなど問題が多いと思う。生活を支える介護者の確保が必要と思う。

再掲

総合病院をずっと存続してほしいです。

釣り場の設置（海釣り公園、人が集まる滞留出来る所）。
若い人達が大学を出ても仕事先が無くそのまま学校先東京他に住んでしまう。各地区センターなどで
検診、体調などを見てほしい（半年に１回位）。

再掲

少子高齢化、空家等の対策を早急に願います。御前崎市の活性化を期待しております。
負担が大きい病院等をこれからどうするのか。医療法人等にお願いするとか、老人病院施設に変更す
るとか、赤字を少しでも解消していく方法を考えたいです。あとは、住人を多くするには、山手の方
に企業を誘致し、住宅も用意したりしてはどうですか（社宅とか、市営とか）。

　④経済産業



となりの牧之原市とか静岡市みたいに習い事（工芸・手芸など）をもっとふやしてほしい。大型の商
業施設を作ってほしい。（「ららぽーといわた」みたいな所）博物館とか水族館とか作ってほしい。

毎朝７：30の同報無線をやめてほしい（朝早過ぎるし、内容も大した内容ではない。必要なら時間を
変えてほしい）。大手チェーン店等の外食産業を誘致すべき（外食するのに市外に出掛けている）。

とにかく、人が集まる町づくりをしないと、益々、御前崎市はお金のない町になると思う。原発を動
かしたり、チェーン店を呼んだり、室内遊び場（掛川市のみろっこ）等のような、魅力ある町にしな
いと、人も集まらず、経済もとぼしく、人口も減ると思う。議員数ももっと減らして良い。

若い人が働く場所がなく市が過疎化していくように思う。
道路や公園の整備、教育機関の運営など市民の暮らしの安全を徹底してほしいです。地域経済を活性
化させる上で、もっと市外からのお金を呼び込めるようなイベント、ツアー、体験があればいいと思
いました。
遊休農地が増加している。何とか回復してほしい。それに伴い、道路上へ草が出る。
「観光」に力を入れて、もう少しお金を取れる仕組みを考えてほしい。潤った財源を市民に還元して
ほしい。道路、空き地の雑草がひどく標識が見えないくらい伸びている所もある。特に外来種のラン
タナがひどい。観光地として恥ずかしい。
神奈川県から転勤・住んで39年目。原発をあてにしないで、市がやりくりできるように。企業の誘致
等に力を入れてほしい。そうすれば、人口減少の役にも立つ。
なぶら市場及びその周辺の民宿、又は海鮮料理のお店がコロナ禍から、ぬけ出しておらず元気ない様
に思います。市の力で応援して下さい。
高齢化問題も大事だが、若い世代がより刺激を求めて市や県から人口減少に繁ってしまうことも考え
られる為、企業誘致の促進にも力を入れてもらいたい。
観光地らしい町づくりをしてほしいです。御前崎のすばらしい景観があっても、整備されていなけれ
ば宝の持ち腐れです。企業誘致で大型ショッピングセンターが出来たらと思います。何十年も変わら
ない状態に変化はおきないのでしょうか。
2005マリンパークでのＴＵＢＥのＬｉｖｅがとても楽しかったです。家族みんなで行き盛り上がり。
このようなイベントをまた開催してほしいです。活気のある市になってほしいと思います。
高齢者が増加しているので介護人材の確保と自治体の財政的問題との兼ね合いの中、全体的なバラン
スを整えて介護施設、特養を増設してほしい。サービスの充実にも力を入れて頂きたいです。電力と
の共存なしでは成り立たない行政。そこで働く人の雇用、市民の安心な暮らし、その道筋を最良、最
短で導いて頂けるようお願いします。

再掲

このままではダメ。企業の支援をし、企業経営者等の意見を聞き、市を発展させて行かなければいけ
ない。民間の意見を取り入れなければ役所だけでは無理がある。
市が財政危機で破綻するかもしれないという話を耳にする事が多くなり不安です。家のまわりも、売
地や空地が増えていて、そこにソーラーパネルで景観も悪くなっていて残念です。海と原発があって
地震災害の心配から難しいとは思いますが人の集まってくる様な商業施設や企業を招致できたら良い
かと思います。市民としてできる事があれば参加していきたいと思うので、皆で頑張ってより良い市
にしていきましょう。



観光や地域活性化するために春夏秋冬使っていない土地に施設、場所の活性化、リニューアル、自然
や芸術性の有る物、を作成したり、映えスポットを沢山作って、人がたくさん来てもらえる場所を
作ってみるとかいい。
御前崎市誕生時は人口37,800人でしたが、現在29,800人と、人口が減っており、街全体の活気も薄れ
ています。自然豊かな観光地であるので、若者を呼び込み人口も増やす方策を考えて下さい。それか
ら企業誘致を積極的に行い内外にＰＲして雇用を増やして下さい。

再掲

まず御前崎はとてもいいところ。自然豊かで大好きなところ。なので、自然環境にはとても配慮して
ほしい。自然を壊してまで太陽光パネルとかしないでほしい。もっと第一産業の支援してほしい。漁
業、農業で活気溢れる町であってほしい。それがこの町のためにもなるし、日本の未来につながるか
ら。

再掲

磯焼けによる藻場の減少や漁獲量の減少が課題となっています。磯焼け対策や藻場の再生に力を入れ
てほしい。また、広沢海岸の砂の埋立てにより、漁業が砂に埋まり、漁業者は大変苦しんでいること
を理解してほしい。砂の埋立ての中止を考えていただきたい。漁業者への支援と漁業振興に積極的に
取り組んでいただくことを切に願います。よろしくお願いします。
原発に頼らず、企業誘致、荒地の開発を推し進めて欲しい。
農業を大切にして下さい。儲からなければ、続けられない。

御前崎に既にある資源（景観や利用可能な土地）をもっと有効に利用して、都会のようにするのでは
なく、田舎でのんびり過ごせる御前崎らしい自然を豊かに感じられる街作りを目指してほしいです。
地産物を生産する若者が参入しやすいような後援等の取り組みも積極的に行ってほしい。

再掲

企業優先・隠蔽癒着他目立つ。特に悪い問題は産廃問題の様に必ずと言って良い程・古参市議が関
わっている。選挙不正の噂も有るが何の反省も無く責任も取らない。更に自分たちに不都合な者には
攻撃的。今回の街宣車には呆れました。不適切発言の市議は反省し謝罪し、言い方を間違えたくらい
で済む事を、それに至った原因を調べきちんとすべきなのをしない等、前市長の癒着問題と共に重要
視している。港近くに如何わしい会社の合同会社を誘致したのも疑問だし、それを殆どの市民が知ら
ずにいるのも問題だ。企業癒着や隠蔽の多いのには、ずっと腹立たしく思っている。原発にしても現
場の人間たちの声を市民に知らせてやりたいくらいだ。孫たちに同じ思いをさせたく無い。それが１
番に思う事です。
なぶら館横の、観光協会の入っている建物は、１、２階ともすごく良いロケーションのルームがあ
り、かっこいいと思いますが、利用率も低そうで、なんかもったいないと思います。
もう少し御前崎市に商業施設を充実して欲しいです。後、浜岡原発を稼働して欲しいです。浜岡原発
が稼働すれば街も活気づくのではないかと思います。

小学校のプールの授業ですが、６月〜７月の期間で短い上に天候や気温に左右されて実施日が少ない
事もあるので市民プールを利用して４月〜10月又は１年を通してぷるるで指導してもらえるようにし
たらどうでしょうか。ぜひやってもらいたい。水に溺れる子供がないように小学生、中学生でも泳げ
ない子がいるのは事実です。せめてクロールが泳げるように市内に良い施設（ぷるる）があるので活
用してほしいです。小、中学校のプールにかかる費用も、先生の負担もへるのではないでしょうか。
沼津市ではこのような取り組みがはじまっています。全国的にも徐々に民間にという動きがありま
す。ぜひぷるるを活用してほしいです。

　⑤教育文化



小・中の子供がおります。近年、暑さが年々増しています。今までの感覚とは全然違うと思います。
小学校の登下校の熱中症が心配です。公共施設、地区センターで給水場所を設ける、徒歩30分かかる
距離は、地区ごとの公民館までバス送迎をする、など何か対策を考えてほしいです
生涯学習ハンドブックの内容が薄いと思います。地区限定の講座が多いのも、地区外の住人には残念
です。
近隣の市と比べて、文化芸術に対する取組が少ないと思う。音楽イベント（クラシックから、ポピュ
ラージャズ）を広く催して頂きたい。
御前崎中学校と合併の件、見通しを早くお示し下さい。芋切り干しを使った事業、継続、その後どう
なったのか不明で見える化されていない。市のイベント、楽しみにしている。ラインでくるので、わ
かりやすくなった。しかし、そのイベントの様子、報告的なものがなく、時々、アップされているの
をみますが、もっと情報を出して欲しい。
４年生大学へ進学についての奨学金対象の親の収入の枠が低すぎる。共働きになると今の条件だと限
られた人のみの物になる可能性が高いと思う。かと思うとＵターン支援をアピールしていますが奨学
金対象になる事が出来ないのにＵターンしようとは思いません。

負担が大きい病院等をこれからどうするのか。医療法人等にお願いするとか、老人病院施設に変更す
るとか、赤字を少しでも解消していく方法を考えたいです。あとは、住人を多くするには、山手の方
に企業を誘致し、住宅も用意したりしてはどうですか（社宅とか、市営とか）。

再掲

財政再建、原子力発電所の防潮堤を資産計上要請を中電にする。（3,000億円×1.4％＝42億円の固定
資産税確保）経費削減。広報おまえざきの各月発行化。

原発にたよらない市政、美化、ポイ捨て禁止条例、罰金、御前崎病院で出産できる様にして欲しい。

税金を無駄に使うな。
原発のみの収入だよりに今の現在のこの町ならび議員や人々の市役所、の考え方。もらうこと、にな
れてしまった町民。自立することを忘れてしまった人々。
中部電力の偽装による、発電所の運転の見通しが付かないとか。市の賄いを、少し心配しています。
市立病院の赤字なども聞いています。
原発を動かすか、動かないかはっきりして欲しい。財源の確保をどうにかしろ。
予算が少ないので、重要な事のみに、予算と人員を集中して取り組んで欲しいです。
原発に頼ることなく、持続可能な街に作り替えてください。
浜岡原発の不正などで、この先の稼働は見込めず、財源が減っていく中で市民の負担を少なく市政を
動かしていける方向で進めてほしいです。水道料金も上がる一方でもう少し市民に優しいまちづくり
をしていってほしいです。プレミアム商品券は販売ではなく、その分給付にしてくれる方が使いやす
い。よく行く大型店舗で使える券が限られるなど、使いにくく感じます。商工会も混み合い、そこで
人件費、紙代など無駄を感じます。
財政が悪化している事についてどの様な対策を考えているのですか。

今、一番関心のあるＡＩオンデマンド交通について。市内唯一の公共交通システム。不具合も多々あ
りますが、せっかくはじめたシステムなので市民（外来者も含め）がストレス無く利用できるよう
に、より利便性を高めて運営してもらいたい。

　⑥経営管理

　⑦公共交通



１人暮らしの高齢者、交通事故防止対策として免許証返納する気にならない。タクシー利用が用意で
ない地域での乗合タクシーの運行を願う。
自主運行バスが通ってないのでどう答えていいかわからない。市の道路整備は、どこが市道なのか、
わからない。

再掲

居・食・住に関して、もっと充実させて住民が満足する町作りが必要。総合病院よりも、クリニック
や開業医（住まいから近い）を充実させる。（原発対応は別問題。）小規模でも近いスーパーの増
設。交通手段の再構築（高齢者の運転免許返納促進）など、住民のための改革が必要。

再掲

交通が不便。免許返納後に買物に行くのも大変だと思うので大きなバスで無くてもマイクロバスなど
の車を定期的に出てくれると有難いと思います。
基本的には住みやすくて良い場所だと思います。難しいと思いますが、公共交通機関をもう少し利用
しやすくしていただきたいです。それと時々、道のゴミや整備されていない草木が気になります。こ
れからもどうぞよろしくお願い致します。

再掲

将来の子供たちのために、働ける場所、交通について良く考えてほしい。一部の産業にたよりすぎる
ことのないようにしてほしい。地域活動が一部の人達だけでなく、全員参加となるようにしてほし
い。

再掲

老後の施設の充実、交通の便の充実、一人くらしの不安をなくす努力をおねがいします。 再掲
髙齢になり免許を返納してからの生活がとても不安です。どこに行くにも車がないと（運転）しない
とどこにも行く事ができません。病院に行くそれが一番の不安であり心配です。何にもできません。
すごく不安です。
お店、公共交通が無く、とにかく不便。ずっと住みたいが、改善されそうもなく、転出は考えてい
る。本当は御前崎が好き。
道のほそう工事や通路横の草刈り、木の枝がのびている所があれば切ってほしい。免許返納後高齢の
二人ぐらしになってもスーパーに行ける、ようにしてほしい（比木なので）。

再掲

交通網が縮小していることが心配（バス・タクシー）。以前は簡単にバスで静岡駅付近などへ行け
た。今後年をとり車の免許を返納したあとの生活も心配、病院通いや日常の買物など、御前崎は環境
がいいので住み続けたいが、将来の不安がある。
最寄りの駅（菊川駅）からの御前崎・佐倉地区のアクセスが悪すぎるので、バスの本数を増やしてほ
しいです。これから（現在も）車移動がむずかしくなってくる方が増えるので、市内のルートバスな
どを運行してほしいです（大きいバスではなく小さいもので良いので）。

御前崎に住んでから５年未満ですが、とても良いところだと実感しています。唯一ＪＲまでの距離が
遠いのが難点ですが、運転できる間は問題なく過ごせそうです。また、浜岡原発が稼働しなければ良
いのに、という希望も持っています。これからもより良い街づくりを期待しております。

どんどん子供が少なく、人口が減ってきて不安になります。確かに、子供達は通学するにもバスがな
い。迎えにいけなければ２時間待つこともあるみたいです。子供達にとっては進学ででていっても
戻ってきたい街ではないそうです。

再掲



公共交通の確保を、何よりも優先してお願いしたいです。我が家には高校生と中学生の子どもが三人
います。けれど御前崎市は交通手段が限られていて、バスの本数も年々減り続けています。そのた
め、親が子どもたちを送迎することがたびたびあります。でも、それにも限度があります。仕事や家
のことを抱えながら、毎日のように送り迎えを続けるのは現実的に厳しく、もしこの先さらにバスが
減ってしまえば、生活そのものが成り立たなくなります。そうなれば、いよいよ引っ越しを考えなけ
ればなりません。逆に言えば、交通手段さえ守られていれば、このまま御前崎に住み続けることがで
きます。子どもたちが数年後に静岡や浜松の大学へ通ったり、そちらで就職したりする場合でも、通
える足があれば、家を離れずに済みます。家族がばらばらにならずに、この土地で暮らし続けられる
のです。それは観光の面でも同じです。移動手段があれば、都会からも人が訪れることができます。
けれど今は、その入り口そのものが年々細くなっています。中の人は外に出られず、外の人は中に
入って来られない。この状態が続けば、地域はどんどん閉じていってしまいます。私たち夫婦も、い
ずれ老後を迎えます。だからこそ今、真剣に悩んでいます。このまま御前崎に住み続けるべきなの
か、それとも体が動くうちに、移動手段があって選択肢の多い静岡や浜松といった街へ早めに移るべ
きなのか。これは気持ちの問題ではなく、暮らしが続けられるかどうかという、現実の問題です。交
通手段は、ただの移動の便利さではありません。子どもたちの進学や就職、家族が一緒に暮らし続け
られるかどうか、そして地域に人が来てくれるかどうか。そのすべての土台になるものです。どうか
この土台を、これ以上痩せ細らせないでください。公共交通の確保を、最優先で進めていただきたい
です。

御前崎地区が廃れて行く。人口も少なくなり寂しくなっていくばかりだろう。住み安い地域になれば
いい。新聞の折り込みチラシにあるような議員の問題よりも市の課題にもっと取り組んでほしい。

いまだに、旧御前崎と旧浜岡との格差が有ります。職員対応が暗い。上から目線なのはなんなのか。
職員も市民だと言うことをしっかり思ってください。
いまだに、御前崎と浜岡と壁が有る。
旧御前崎町は、高齢になればなる程、生活が不便になりそう。原発が心配。
浜岡地区と御前崎地区で施設などの差がある。子供の通学。中学校まではなんとかなるが、行きたい
高校に行くのには交通費も高額になるし時間もかかる。母と子だけでアパートを借りているという話
も聞くので自分も引っ越しは真剣に考えている。行きたい学校を探すのではなくどこなら通えるかで
決めないといけないのはかわいそう。中学校の部活も移行時期なので途中から外部活動になるのは仕
方ないと思うが、御前崎地区から浜岡に行かないといけないとなると二世帯ではないし仕事で送り迎
えができない。多少お金を払ってでもスクールバスなどがないと、やめざるをえない。子供本人も遠
慮してやめた方がいいかと考えているようで親としてつらい。乗合いタクシーは同じ方向で人数が集
まれば安くなるといいのでは。
市議会議員の活動内容が周知されていない。何をやっているのか分かるようにして欲しい。浜岡方面
と御前崎方面の市行事に違いがありすぎる。道路・上下水道等ユーティリティを含めて同じように対
応して欲しい。

市役所の人たちが、個人情報を外部の人たちに話しているような所がある。個人情報がもれている。
対応が不親切な時がある。
マイナンバーの説明をしてくれる時わりとえらそうに対応されて、気分が悪かった。

　⑧旧町単位の格差

　⑨行政・議会



人口減少しているのに公務員が多い、増えるの。市長に問う。
土、日、祝祭日も市役所の窓口を開けてほしい。特に夜間（21時頃まで）いろんな職種、勤務形態の
市民に対応してほしい。
市の検診についてｔｅｌしたところ、質問に対し、明確な答えがなかった。黙ってしまう場面も多く
わかりにくい。こういう職員にはもっと勉強させる余地あり。市役所にｔｅｌしても（他のことで）
新入社員のためか要領を得ない。もっと住民に説明をしっかりできる人にしてほしい。
市役所職員の市への定住、地元出身の採用・中部電力本社を御前崎へ移転、社員の定住・学生（高
校）の通学の支援、学力のｕｐ。議員定数の削減、若い人が議員になれる仕組作り。
市民のために働いてくださってありがたく思いますが、一部の傲慢な人の言動に屈することなく信念
を貫くべく市政にあたってください。パワハラカスハラに負けるな。
市役所職員さん、ケアマネさん、皆さん親切に市民に対応してくださっています。
大きな病院があるのに緊急時にもっと素早く対応してほしい。

子供たちが雨の日に楽しく遊べる充実した場所を、市外の公共施設を見習って作って欲しい。これ
は、何年も、色々な人が言っていたり、意見したりしているかと思いますが、変わらないと感じてい
ます。ですが、公園などはいつもキレイに整備いただいている事はとても感謝しています。

再掲

数年前ガン治療中、「医療用ウィッグ」「乳房補整具」の補助金の申請を行いましたが、抗がん剤治
療中で体調が悪い中、必要な書類の提出が多く、特に購入した補整具の領収書、カタログなど提出を
求められました。体調が悪かったのでネットで（ワコール医療用）に問い合わせましたが、対応して
もらえず。静岡市内（病院内）まで出向くことになりました。自分が欲しかった物も買えず対応して
くれる所でしか購入する事ができず残念です。またその購入先でも御前崎市は特にうるさいと言って
いました。もう少し緩和してほしい。

再掲

毎朝７：30の同報無線をやめてほしい（朝早過ぎるし、内容も大した内容ではない。必要なら時間を
変えてほしい）。大手チェーン店等の外食産業を誘致すべき（外食するのに市外に出掛けている）。

再掲

とにかく、人が集まる町づくりをしないと、益々、御前崎市はお金のない町になると思う。原発を動
かしたり、チェーン店を呼んだり、室内遊び場（掛川市のみろっこ）等のような、魅力ある町にしな
いと、人も集まらず、経済もとぼしく、人口も減ると思う。議員数ももっと減らして良い。

再掲

国保年金室から送られて来る医療費のお知らせの活用のしかたがわかりません。道路占用料納付です
が毎年定期的に納付する料金なので口座引きおとしにはできないのでしょうか。市でラジコン式除草
機を導入したとの事ですが（自治体のみに貸し出し）もし除草をする機会があれば見学をしてみたい
気持ちがあります。意見に対する回答はないとの事なので直接市の担当課に問いあわせするしかない
のかと思いました。
市民課の仕事が遅い。何度も同じ事で待たされた。時間は有限。その事を頭に入れて常に迅速に働い
てもらいたいです。
今後の御前崎市を考えると不安があります。2000人のアンケートが無駄にならない事を祈ります。こ
こからの集計、データ分析はＡＩで簡単に出来るでしょうが、活用して動くのは人です。よろしくお
願い致します。
おまえざき広報は、回覧で十分。どのくらいで経費をかけているのか。
今後、市の存続が心配です。原発、少子化、財政、公共交通網。



現在の市議会議員は高齢の方が多く若い世代の意見が十分に反映されているとは言えません。将来の
まちづくりのためにも、若い人が立候補しやすい環境づくりや支援策を進め、多様な世代が市政に参
加できる議会を目指していただきたいと思います。
市民の声を聞くためのこのようなアンケートを実施してくれるのは、とても良いことだと思います。
要望としては、手書きの意見、要望が伝えやすいように、昔の目安箱のような投書箱を、本所、支所
の２箇所に置いて頂ければと思います。

御前崎地区が廃れて行く。人口も少なくなり寂しくなっていくばかりだろう。住み安い地域になれば
いい。新聞の折り込みチラシにあるような議員の問題よりも市の課題にもっと取り組んでほしい。

再掲

原発のみの経済が今の財源不足を招く。市議員の意識改革が必要。（お金がない）ですががんばって
ほしい。
むずかしい世の中になって居ますが、めげずに仕事を、してくれると思って居ます。ありがとうござ
います。

施設の管理について。御前崎公園の駐車場を365日私有化している家があることは管理不足と思う。

全般治安が悪くなってきている。無用な職員（役所）が多すぎ、削減へ。固定資産税、高すぎる。 再掲

図書館の冷房の効きが悪すぎる。長居させない為ですか。職員もかわいそう。
障害者にやさしいまちづくりをしてほしい。広報の内容にあやまりがあったのでいいにいったけどお
わびをしてくれなかった（広報におわびをのせてくれなかった）。以前障害者の私になまえだけでい
いので女性れんらくいんをしてくれないかといわれた。いやでした。あとアンケートをわかりやすく
してほしいです。
市役所職員の動きが遅い。
市役所への提出書類の宛て名が、〜殿や、〜様など敬称がついているのはおかしい。近隣の市町は敬
称なしになっている。牧之原のはりはら塾のように学びの場を増やしてほしい。
固定資産、その他税金を支払い出来なくなりそうでこわい。いつも思うのですが役場で働いている人
数が多く思う。

再掲

何がしたい何をしたいなどの内容が一般市民にうまく伝達されていない感じ。一部のみ（市に関する
役員など）。（残念。）
御前崎市の税収入が心配です。市民に税の負担が増えない要にお願いします。
職員の皆さんは日々努力されていると思いますが、何に取り組むにしても、自分の家族、自分の家
だったらと思って実行して欲しい。今、余りにもズサンな事が無駄なことが多すぎるように思いま
す。
市民に耳をかたむけた方がいいです。若者も市議会選挙のしがらみに不思議、疑問に思う人が多いで
す。小さな地区から何人も出ていて、派閥みたいな事がおきていたり。市を良くしようとしている人
たちがお互いに悪口言っているのもどうかと思います。
耳が悪い為、窓口での対応で聞き取れない事が多く、何回か聞いてしまう。受け付時自分が耳が悪い
事を表示出来る物があって、それによって職員の方が対応してもらえれば助かる。
子どもの数が減っている。一人暮らしの老人が増えているのではないかと思う。そのため、空き家や
空地が増えたと思います。年をとり自動車の運転ができなくなったら生活することはできません。子
どもたちのよりよい教育、老後も安心して暮らせる街にするにはどうしたらよいか。市民と行政がと
もに考えなくてはならないと思っています。

再掲



白羽の保育園がもめているが、行政は、まるなげで、無責任では。 再掲

市職員の、気質、能力、態度が市役所へ手続きに出向いた時、低いと感じます。市民が見ていること
を常に思ってください。思っていない、意識がないから、ヘラヘラしている。若者〜中高クラスも無
駄話を職員でしており、税金をなんだと思っているのでしょうか。他市職員に比べてすべてに品位
（格）も含め、低い。消滅は仕方ありません。女性のくつもヒールや、音がひどい（カラカラ）音の
ないくつにしましょう。民間の中小企業の職員だと思ました。はずかしいです。

いまだに、旧御前崎と旧浜岡との格差が有ります。職員対応が暗い。上から目線なのはなんなのか。
職員も市民だと言うことをしっかり思ってください。

再掲

市議会の質が最低。
ユーチューブなどで御前崎議会や部会の様子をみることがあります。議会内の対立や足の引っ張り合
いではなく、どうしたら、もっと市が良くなるのか、未来が明るくなるような議論をしてほしいで
す。期限がどうとか、どうしてできないではなく「どうしたらできるようになるのか」という所を市
と共に考えていってほしいです。
市役所のみなさん笑顔で頑張ってください。
閉鎖された子供園（御前崎）の再利用について、園庭を子供に開放するとか、建物を貸し出すとか、
考えてほしい。2023年頃までは、無料の１枚の御前崎のカレンダーがあり、他県にいる子供に送っ
て、喜んでもらっていましたが、なくなってしまいとても残念です。市議会は、議員同士、仲良く、
御前崎の事で話し合いをしてほしい。
お願いした事をやってくれている様ですが、横のつながりが悪いかなと思いました。港は県の管轄と
言うことでお願いした事を県の方にお願いしていただきたかったとおもいました。
市民プールは早くに閉館を望む（運営が大変だと聞くので）。問４の所でも記入しましたが中古車販
売の副業をしている方を市が把握しているのか。問41地域の生活環境や風習の理解を外国の方には望
みたいと思います。原発に頼らない町作りを望みます。
御前崎市のラインは、とても役立っています。イベント等が、わかってうれしいです。

市政報告会とかざっくばらんに市政をお聞きする機会が無いから、そんな場を開いてほしいです。

議員のあら探しばかりだ。昔はそんなに成かった。
今の市議会の方は何をやっているのか。市の事を考えてくれているのか。毎週くだらないチラシを配
る前にもっとやるべき事があると思います。市の為に動いて下さい。元浜岡町と御前崎町が平等であ
るべきです。
産業、観光、自然環境の余力を感じます。原発依存のイメージをなくし明るい御前崎市を目指して下
さい。

再掲

市役所の空調が温度設定が厳しく、職員さんが心配になります。役職のある年齢の高い職員さんのパ
ワハラなどの話を聞きます。若手が休職したり退職したりと、人口減で人が少ないのに損でしかない
ので、素早く対処してほしいです。いつもありがとうございます。
市民の立場に立って、考えていない気がします。まだお役所仕事をする職員が多少はいます。各種の
申請について要件を満たしていても、内容について否定する言動がある。



一人の議員が議員内を牛耳り、意に反する発言者を、頭から抑えようと、動いているようだ。また、
半数の議員は、これに追従して、理性も感じられないという。こんな議会（議員）では、市民は心底
から信頼感は持てない。こんな状態で御前崎市は、より良い発展が、できるだろうか。懸念する。本
調査に直接関係しないことですが、日頃思っている事を書きました。ゴメンなさい。

原発はこれからどうなるのか。電気料、水道料、教育費、税金、住民税他の地より高いのはなぜ。こ
れからの教育につてもっと考えてほしい。介護も。
メリハリの有る行政を目指してもらいたい。人口が減っている中での負担が多すぎる（町内会な
ど）。
町内会未加入、退会者と同じ行政サービスを受ける事は、少し疑問を感じる。転入してくる人等に行
政の方で指導できないか。

再掲

市内スーパーで広報おまえざきなどのお便りを大量に見かけますが、紙の無駄ではないですか。デジ
タル化が進む中、高齢者には利用が難しいこともあります。誰もが安心して利用できるよう、デジタ
ル化以外の対応も継続していただきたいです。
良識のある方々に市政をおまかせしたいです。ＴＶや新聞をとおして恥かしく思う事があります。そ
の発言や意向が市民のレベルと思われたくありません。包括的視点・普遍的視点であって欲しいで
す。
窓口の担当の方のその部所に対する基本的知識が足りてないと思います。一例をあげます。申請予約
について、申し込み予約は４日後と記載されていたので４日後の希望を言うと、土、日は数えないと
かその申請する日は含まないなど用紙に書いていないことが悪いのですが、いちいち誰かに確認を
とってから返事をする。情けないです。しかも担当し、対応したのに自身の名前を言わないなんて無
責任です。職員の質の向上をはかって下さい。
視野がとにかく狭すぎる。現状維持だけで新しいことを取り入れようとしないやり方、考え方を改め
たほうがよい。いつまでも停滞し続けていることに気付くべき。
良い人が主ですが、市役所の職員の態度でイヤな思いをしている人が、たくさん、います。もう少し
考えた方が良いです。
知りたいことがあってホームページを見ても、見つけられないことがある。階層（カテゴリ）が複雑
だったり、情報が古かったこともあるので見直して欲しい。
御前崎中学校と合併の件、見通しを早くお示し下さい。芋切り干しを使った事業、継続、その後どう
なったのか不明で見える化されていない。市のイベント、楽しみにしている。ラインでくるので、わ
かりやすくなった。しかし、そのイベントの様子、報告的なものがなく、時々、アップされているの
をみますが、もっと情報を出して欲しい。

再掲

職員の教育にも力を入れて下さい。
御前崎に転入して約半年。その中で健康診断の案内・プレミアム商品券の購入ハガキが届いたりで行
政サービスが行き届いていると感じています。
公務員は仕事が遅い。マニュアルを盾に動かない。民間に何年か行くべき。また確認しますねと言っ
て、なかなかかかってこない。民間だったら許されない。無駄な会議や残業があるかしっかり見極め
仕事してほしい。市役所の人にとっては毎日の仕事ですが、利用する人は何年かぶりにきた、とか、
高齢の方もいるので、当たり前に接客せず、丁寧に説明してほしい。中学のとある先生が自立を促し
てくるが、ペースが早すぎる。先生も学生から先生になっているから、大人なのだし民間にて働いて
みてほしい。逆に自分も市役所や先生で働いたことがないから気持ちがわからないのだとは思いま
す。



創意工夫で、原発に頼らない市政運営をお願いします。
市営住宅でのペットの飼育を許可するべき。
ここに記載されたコトもいいコトしか抜粋されず、職員にとって耳の痛い意見は、反映されるコトは
ないでしょう。市長と市議の力のバランスの見直し。市民のための市政をお願いします。市職員のや
りたい流行りモノに、税金を使わないでください。まずは、市民の暮らしを見て、そこの安定から次
へ。まずは、職員の意識改革からお勧めします。
企業優先・隠蔽癒着他目立つ。特に悪い問題は産廃問題の様に必ずと言って良い程・古参市議が関
わっている。選挙不正の噂も有るが何の反省も無く責任も取らない。更に自分たちに不都合な者には
攻撃的。今回の街宣車には呆れました。不適切発言の市議は反省し謝罪し、言い方を間違えたくらい
で済む事を、それに至った原因を調べきちんとすべきなのをしない等、前市長の癒着問題と共に重要
視している。港近くに如何わしい会社の合同会社を誘致したのも疑問だし、それを殆どの市民が知ら
ずにいるのも問題だ。企業癒着や隠蔽の多いのには、ずっと腹立たしく思っている。原発にしても現
場の人間たちの声を市民に知らせてやりたいくらいだ。孫たちに同じ思いをさせたく無い。それが１
番に思う事です。

再掲

市議会を有効に活用して頂きたいです。市議会議員はもっと市のために働いて頂きたいです。

産業祭やる時に御前崎市の特産はこれっていうポスターとかＬＩＮＥでお知らせしてみてほしい。

市議会議員の活動内容が周知されていない。何をやっているのか分かるようにして欲しい。浜岡方面
と御前崎方面の市行事に違いがありすぎる。道路・上下水道等ユーティリティを含めて同じように対
応して欲しい。

再掲

浜岡原発の不正などで、この先の稼働は見込めず、財源が減っていく中で市民の負担を少なく市政を
動かしていける方向で進めてほしいです。水道料金も上がる一方でもう少し市民に優しいまちづくり
をしていってほしいです。プレミアム商品券は販売ではなく、その分給付にしてくれる方が使いやす
い。よく行く大型店舗で使える券が限られるなど、使いにくく感じます。商工会も混み合い、そこで
人件費、紙代など無駄を感じます。

再掲

原子力発電所に頼らないしっかりとした財政の確立。
御前崎市は道路も整備され環境等もよく高齢者にも住みやすい所だと思います。一番心配なのは、南
海トラフの大地震が起きると騒がれている中浜岡原発です。再稼働しないよう願っている一市民で
す。

再掲

原発問題を先のばしにしないで早く決断してほしい。御前崎市が動かなきゃ動かすにしても止めるに
しても動きがないままになってしまっている。
市長さんは選挙以来会うこともないし、どのような行政をしているのかわからない。なるべく早く原
子力を、白紙からもっとすすめてもらいたい。町内会に早く、お金が原発からはいるようにしてもら
いたい。難病なので御前崎総合病院を、使いやすくしてもらいたい。

再掲

原子力発電所については、命に関わる事なのでしっかりと見極めて頂きたいです。

　⑩原子力



1967年頃、秘密裏に推進された我が市への「原発立地」（浜岡町史より）は、我々にとっては大きな
リスクとなり、さらに未来永劫つづくものとなりました。誰も責任をとれない（とらない）現実を受
けとめ、今、市長の施政方針「安全と希望を未来へつなぐ人と自然が共生するまち」を信じ、「お金
がないから原発を動かしましょうというのは非常にリスキーだと思う。動くことを想定して財政を組
んでいくのではなくて、現状がそのまま進行していった延長線上で何ができるかといった身の丈に
合ったものを検討していく必要がある。」「これまでリスクを背負っている分の代償としていろいろ
なものを与えてもらっていた。が、もう１度根っこに近い部分の感覚をもう１回考えていくタイミン
グなのかと自分は思っています。」（６/12ＮＨＫ放送より）を信じ、賛同し、共に進んでゆこうと
思っています。
旧御前崎町は、高齢になればなる程、生活が不便になりそう。原発が心配。 再掲
原発はこれからどうなるのか。電気料、水道料、教育費、税金、住民税他の地より高いのはなぜ。こ
れからの教育につてもっと考えてほしい。介護も。

再掲

御前崎に住んでから５年未満ですが、とても良いところだと実感しています。唯一ＪＲまでの距離が
遠いのが難点ですが、運転できる間は問題なく過ごせそうです。また、浜岡原発が稼働しなければ良
いのに、という希望も持っています。これからもより良い街づくりを期待しております。

再掲

他地域への原発の再稼働の働きかけと医療施設への優遇措置の実施。 再掲
原発を動かすか、動かないかはっきりして欲しい。財源の確保をどうにかしろ。 再掲
もう少し御前崎市に商業施設を充実して欲しいです。後、浜岡原発を稼働して欲しいです。浜岡原発
が稼働すれば街も活気づくのではないかと思います。

再掲

消防団の操法大会（もしくはそれに類するおひろめ行為）を是非廃止して下さい。市民の若者の流出
を防ぎましょう。
消防団に10年以上在籍しているが入団者がいなくてやめられない。活動の負担（訓練・夜警等）も多
く仕事に支障をきたすこともあった。活動内容の見直し活動縮小を考えてほしい。

会社について、人材派遣は、やめて会社を育てるようにして欲しい。人材派遣なんて汚いやり方ばか
りするから、良くない。ボーナスをくれる会社を増やす様に、してやって欲しい。要するに昔に戻し
てやって。
時代は変化しても変わってはいけないものがあると私は信じています。それはお金で変えないもの人
の気持ちや笑顔思いやり。お金は大切だけど御前崎だからこそ、自然を大切にして人間づくり、おも
てなしとか物ではなく御前崎市にいったらとっても人があたたかくほっこりさせてもらえたよってい
う市になってほしいと思っています。小さな町だからこそ大切にしたいもの。そんな御前崎市がい
い。
県外へ出た時、御前崎市は知らなくても、浜岡原発のある所だとは知っている人がいた。
祭りをなくしてほしい。酒飲みばかりで子供にとっては危険だし良い影響があると思えません。せめ
てさけ、たばこを禁止にしてほしい。
道の駅が、人の出入りが少ない。魅力に欠ける（掛川１号線道の駅のような事が、なぜ出来ないの
か）。ふるさと納税をもっと拡大してほしい（種類）。焼津市はすごく魅力がある。なんども購入し
ている。御前崎市は。

　⑪消防団

　⑫その他



夜遅くに中学生、高校生が八千代公園にたむろしている。墓じまいに市から補助金を出してほしい。
どうしようもない土地問題の解決に力を入れてほしい。
高齢化が進むので、学校のあり方、若者達の居場所、祭典など行事のやり方、さまざまなことが今ま
で通りにはならなくなると思います。何かを犠牲にし、新たに始動させることも考えなくてはならな
いと思います。その時は、自分の欲求ばかりではなく、人間として分かりあえる話し合いややり方が
できるといいと思います。
外国の人が動いてくれるのはありがたいですがマナーをしっかり守ってほしい。日本にあったマナー
をやりたいほうだいではなく特に中国人うるさい。人を利用する事しかしていない。マナーがよくな
い。
引落の水道料金の領収書を拒否されました。個々の対応が難しければＷＥＢ対応するのがベターだと
思います。
今は生活身体について心配事はないが10年20年先にはお世話になると思うのでよろしくお願いしま
す。市政に関する方皆を応援しています。
頑張って。御前崎市。
がんばって下さい。

池新田のまつりのありかたを変えたほうが良い。若い人は今のやり方は合わない。むしろ、まつりに
入りたくなくて外に出てしまう人がいるほど。古いやり方、作法をぜひ変えていただきたい。まつり
が中心で町内会が動いている。人選等が決まる等、もっと新しい取り組みを考えて、変えてほしい。

（同報無線）警察からのお知らせで行方不明者の方の行方を探していますと、ご本人の特徴とか放送
されます。それを聞いた方皆さんが一諸になって気にかけてくれます。ですので早い時間に発見され
ています。他人事とは言え、吉報を聞いて私も安堵します。毎日、朝と夕方の時間を伝えて流してほ
しいです。
対象になる件か、ですが、地区役（多種）を受けた時に終了時に礼金があります。これは地区により
金額の違いや有無もですが、多忙な役でない場合など市内を見直し財政に。側溝の掃除が個人宅では
重く無理な箇所あり。そのような事、地区事に調査と対策。地区の班も高齢化や人数（件数）が差大
きい見直しも必要です。
家族調査票の配布と回収が遅い。（近年大型台風など、想定外の災害が起きている。）
市長の御前崎を思う気持ちが伝わり、その方針には好感が持てます。請われればできるだけ協力して
いきたい。
若い時は、仕事や生活に一生懸命であまり感じていなかったですが、免許返納や健康問題が懸念され
るようになり、病院・交通手段・スーパー・施設・空き家・介護、少子高齢化で、中学校・高校の存
在、部活動いろいろ将来への不安が生じます。10年後の御前崎は、どうなっているでしょうか。今は
まだ動けて、必要とされる事もあるので、幸せなことだと、実感して、ポジティブに生活していま
す。プレミアム商品券は周囲でも大好評でした。
頑張って働いているひとから税金を多く取る。義援等をなくす事をやめてほしい。子供、障害者が住
みやすい町にしてほしい。記載した意見等はどこまで届くのでしょうか。一般職員が読んで終わりで
しょうか。
ソーラーパネルは、いらない。中電動かして。役所に人が多すぎる。税金さげろ。ＡＩオンデマン
ド、まともにスマホ使えないのにできるか。ケーブルいらない。
同じ趣味の人と出会える場とか同じ趣味の恋人とかできる場みたいなきかくしてほしい。ぼくはゲー
ムが好きなのでそういう場があったら興味出てきます。



ごめんなさい。御前崎市外で働いているので御前崎の事良く分かりません。
今回このような、アンケートを、いただき私自身知らない事もありましたが、今後の課題としてくだ
さる事を願います。私だけかもしれませんが選挙の投票期日前投票を玄関先で行うのはどうかと、思
います。
大学進学者が地方企業へ就職する流れは、現状では「情報不足」がボトルネックです。市内の情報発
信のみではなく、御前崎市から通える就職先も進学者へ伝わる仕組みを学んで下さい。都市へ出たら
御前崎市の情報は全くありません。

明治以降の近代化がもたらした西欧発のリベラル個人主義の定着は、個人の権利拡大、創造性の発
揮、伝統的役割からの解放といった成果をもたらした一方で、現在の本市が直面する少子化、人口流
出、そして深刻な人手不足を理解する上で、最も本質的な背景の一つを構成している。人口学におけ
る第二次人口転換論が示す通り、超低出生率の本質は価値観の地殻変動にある。現に、先進国の中で
比較的高い出生率や社会維持能力を維持している一部の地域・伝統的社会は、財政支援の多寡ではな
く、近代の功利主義的計算を排して強固な共同体規範を護持していることがその一因となっている。
すなわち、個人主義化を一定程度抑制・補完した社会構造が、集団の永続性を支えていると言える。
翻って現代の行政は、啓発を通じて自己実現や個人の権利、伝統的役割規範からの解放とキャリア形
成の個人化を最大化するアトム化を推進しながら、他方で出産、地方定着、地域産業への従事という
集団維持のための役割を若年層に期待する構造となっている。ライフコースの流動化と利害得失の最
適化を前提として生きる近代市民が、地縁の継承や地域労働力の担保という選択を避けるのは構造的
に必然である。したがって、価値観の変容という本質を十分に踏まえない施策には限界がある。自治
体の持続可能性を考える上では、個人主義がもたらした成果を踏まえつつも、近代的合理主義の限界
を踏まえた有機的共同体倫理の公的再評価という、統治哲学のパラダイムシフトについて、検討を重
ねる価値があるのではないかと思われる。



サブカルチャー系コンテンツとのコラボ企画（所謂、外部ＩＰコンテンツを活用）が不十分と感じ
る。御存知かと思われますが、ゆるキャン以外にも今年で50周年を迎えるアニメ「大空魔竜ガイキン
グ」では、あの御前埼灯台の地下に基地があるという既にゆるキャン以前に御前崎市には聖地があり
ます。また、名前だけが劇中に登場しておりますが、市内の銘菓「かめまんじゅう」も今も走り続け
る大型ＩＰコンテンツ「ガンダム」シリーズにも登場しております。その他、近年はじまった「燈の
守り人」では、大手声優プロダクションとの企画であり、市は新たな集客力のあるコンテンツを積極
的な活用をすべきである。また、近年、近隣市で言うと掛川市の架空都市「七伏市」との姉妹都市提
携 、ＴＲＰＧを活用した観光促進・関係人口創出プロジェクトや、袋井市のアイドルマスターＳｉｄ
ｅＭとのコラボ企画など、所謂オタクに向けの企画でＰＲを行っていることに御前崎市民としては、
せっかくのコンテンツがあるのに負けていられないと感じます。特に袋井市の企画については、推測
ではありますが、アイドルマスター側が当時20周年企画で外部企業、自治体などとコラボ企画を募集
していた頃と時期が近いので、その一つではないかと思います。そういったコラボ企画を募集してい
るコンテンツを活用して市のＰＲの起爆剤にすべきではないでしょうか。たとえば、コラボイラスト
を使用した市内企業と連携した限定商品等を発売すれば、それだけでも、外部からの集客に繋がると
思いますし、市内企業の活性にも繋がると思います。私は数年前のゆるキャンシーズン２にて、御前
埼灯台が登場した回が広報誌に載ったのが放送からしばらくした後だったということは未だに残念で
あり、これが放送前など旬なタイミングであればと無念でなりません。長文で思いの丈を綴らせてい
ただきましたが、まさか、自分が住んでいるまちがロボットアニメの聖地だったり、大手声優プロダ
クションとコラボして擬人化して声も付いていることに私は今でも心から嬉しいです。昨今、思うよ
うにいかないご時世ではございますが、更なる発展の為に、実現されることを願っております。

産婦人科の誘致、婦人バレーを始めとするスポーツなどレクリエーションの充実化、祭の存続への対
策、大学の誘致あるいは大学・高校卒業後に御前崎市に残られる（帰って来られる）ための対策、路
線バス増便、高校などへの通学手段の確保、御前崎地区の飲食業の充実化、と思い付くだけでもこれ
だけのことが問題として山積していて、かついずれも未解決であることをまず認識してほしい。

忠霊塔の今後、遺族会のメンバーが辞める人が多く、清掃等が出来なくなるのでは、市民全員で考え
て欲しい。


